
土
砂
留
役
人
と
農
民

一
淀
川
・
大
和
川
流
域
に
お
け
る
一
1

水

本

邦

彦

〔
要
約
冒
　
貞
享
元
（
一
六
八
四
）
年
、
幕
府
の
命
に
よ
っ
て
、
淀
川
・
大
和
川
、
お
よ
び
関
連
諸
河
川
流
域
に
お
け
る
土
砂
流
出
防
止
を
醤
的
と
し
た
新

制
度
が
開
始
さ
れ
た
。
本
制
度
は
、
関
係
地
域
近
在
の
大
名
一
一
名
を
、
そ
の
管
理
担
当
者
と
し
て
任
命
、
山
誠
以
下
五
ケ
国
四
一
郡
を
郡
毎
に
預
け
お

く
も
の
で
あ
っ
た
。
各
大
名
の
下
に
お
け
る
管
理
役
人
は
、
　
「
土
砂
留
奉
行
」
　
「
土
砂
留
役
人
」
な
ど
と
呼
ば
れ
、
定
期
的
に
担
楽
郡
内
を
巡
回
し
、
土

砂
留
場
の
保
全
に
あ
た
っ
た
。
こ
う
し
た
、
特
定
大
名
の
任
命
、
郡
毎
の
管
轄
と
い
う
本
制
度
の
シ
ス
テ
ム
は
、
多
く
の
村
々
に
対
し
て
、
自
領
主
と
は

異
な
る
大
名
役
人
の
来
村
と
い
う
事
態
を
も
た
ら
し
、
関
係
地
域
農
民
は
、
在
算
し
な
が
ら
他
藩
家
中
の
侍
と
日
常
的
接
触
を
持
つ
こ
と
と
な
っ
た
。
か

か
る
状
況
の
到
来
は
、
原
則
と
し
て
の
村
方
自
普
請
、
役
人
来
村
に
際
し
て
の
接
待
、
草
芝
刈
停
止
に
よ
る
生
産
活
動
へ
の
抵
触
な
ど
と
共
に
、
当
該
地

域
居
住
農
民
の
生
活
史
の
上
で
、
大
き
な
画
期
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
六
四
巻
五
号
　
一
九
八
一
年
九
月

　　v”rwua’

は
　
じ
　
め
　
に

土砂留役人と農民（水本）

　
近
世
の
農
民
生
活
の
諸
相
を
具
体
的
に
描
こ
う
と
す
る
場
合
、
問
題
と
な
る
こ
と
の
一
つ
に
侍
の
来
村
が
あ
る
。
兵
農
分
離
下
の
近
世
社
会

に
あ
っ
て
、
い
っ
た
い
侍
は
ど
の
程
度
在
地
に
出
向
く
の
か
。
農
民
は
村
に
あ
っ
て
ど
の
位
侍
と
接
す
る
か
。
こ
う
し
た
疑
問
は
あ
ま
り
に
素

朴
な
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
近
世
社
会
の
特
質
を
最
も
具
体
的
、
日
常
的
側
面
で
捉
え
る
た
め
に
必
要
な
設
問

の
一
つ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
か
か
る
関
心
か
ら
、
と
り
あ
え
ず
手
近
に
あ
る
庄
屋
日
記
よ
り
、
侍
の
来
村
を
拾
っ
て
み
た
。
　
〈
表
1
＞
が
そ
れ
で
あ
る
。
利
用
し
た
既
記

は
、
河
内
国
河
内
郡
日
下
村
（
現
在
東
大
阪
市
日
下
）
の
庄
屋
の
手
に
な
る
も
の
で
、
サ
ン
。
フ
ル
と
し
た
時
期
の
領
主
の
違
い
に
よ
っ
て
、
享
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〈表工〉　侍の来村（日下村庄屋日記より）

享保14 工／16

3／16

3／24

4／　5

6／26”v27

　閏9／5

閏9／8～9

伊藤清左衛門外2名（上野沼田藩本多氏大坂蔵屋敷役人），鱒しに来村。

土砂三奉行斎藤甚左衛門，本村通行。

ff村清蔵外2名（沼田藩大坂蔵屋敷役人）野崎参りのついでに自分（長右衛門）

宅へ立寄る。

田村清蔵内儀，吉田助左衛門（同上）嫡，野綺参りのついでに，足軽・若党と共

に自分宅へ立寄る。

土砂留奉行多川彦右衛門一行11名来村，自分宅泊。

土砂留役人斎藤甚左衛門，本村通行。

検見衆吉田助左衛門等11名，自分宅泊。

享保15　　1／21

　　9／22”一23

　　　10／5

i本多与八郎外2名（大坂蔵屋敷役人），年礼に来村。
　

｝検見役人衆吉田助左衛門等11名来村。作兵衛（庄屋）方に泊。
　土定留役人斎藤甚左衛門・中茂兵衛来村。

　（この年掌記記述は1G／29まで）

享保207／6
　　9／21一一22

　　　　9f24

　　　　9／25

　　　　9／29

享保21　　2ノ日苺

　　　　6／17

　　6f27

　　9／20

　　9／29

1e／　3一一4

　10／4
　10／　6

幕府代官平岡彦兵衛手代和照信左衛門等，田畑水入見分。

小検見衆岸源助等（代官平岡の手代ヵ）来村見分。作兵衛方泊。

土砂留役人山口囲右衛門来村，昼食：。

平岡彦兵衛御添和田喜：三郎当村検見。

平岡駒之丞（代宮見習）一行当村検見。

久下藤十郎（幕府代官），平岡彦兵衛，自分宅訪問。

後藤勇助等（代官手代ヵ）水下痛の稲毛，篠雨痛の木綿見分。

（7／16平岡彦兵衛死去。8／20平岡支配地千種清右衛門・疋田庄九郎へお預け。）

土砂留奉行坂井吉兵衛御廻り。

元平岡代官所構北条三郎左衛門来村，検見。

土砂留奉行山口恒右衛門通行。

幕府野宮疋田庄九郎来村，泊。上下13人。

疋田手代・千種手代小検見に来村。

添北条三郎左衛門来村検見，昼食。

保
一
四
（
一
七
二
九
）
年
、
同
一
五
年
は
上
野

国
沼
田
藩
（
本
多
氏
）
大
坂
蔵
屋
敷
の
侍
、

ま
た
同
二
〇
（
一
七
三
五
）
年
、
二
一
年
は
幕

府
代
官
の
来
村
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
も

ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
ほ
ん
の
一
例
に
過
ぎ
な
い

の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
近
世
農
民

が
村
に
あ
っ
て
侍
と
接
触
す
る
機
会
は
、
極

め
て
少
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
本
表
を
見
て
気
付
く
こ
と
の

一
つ
に
、
「
土
砂
留
奉
行
」
　
「
土
砂
留
役
人
」

と
称
さ
れ
る
侍
の
恒
常
的
な
来
村
が
あ
る
。

享
保
一
四
年
に
は
三
回
、
同
一
五
年
一
回

（
以
上
）
、
同
二
〇
年
一
回
、
同
二
一
年
二
回

目
、
毎
年
欠
か
さ
ず
廻
っ
て
来
て
い
る
。
検

見
役
人
の
毎
秋
の
来
村
は
、
常
識
的
に
も
想

像
の
つ
く
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
彼
等
と
並
び
、

日
下
村
農
民
に
最
も
馴
染
み
深
か
っ
た
に
違

い
な
い
、
こ
の
「
土
砂
留
奉
行
」
　
「
土
砂
留

役
人
」
と
は
い
っ
た
い
何
で
あ
ろ
う
か
。
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土砂留役人と農民（水本）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
そ
こ
で
、
こ
の
「
土
砂
留
」
に
関
す
る
研
究
史
を
探
っ
て
み
る
と
、
幾
つ
か
の
先
行
研
究
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
、

「
土
砂
留
」
と
は
、
洪
水
の
原
因
と
な
り
河
川
交
通
の
障
害
と
も
な
る
水
源
山
地
の
土
砂
流
出
を
防
止
す
る
こ
と
、
も
し
く
は
そ
の
手
立
て
（
植

林
、
草
木
掘
取
り
停
止
と
い
っ
た
長
期
的
措
置
か
ら
、
杭
棚
留
・
石
垣
石
芋
の
直
接
的
な
も
の
ま
で
）
を
指
す
こ
と
、
ま
た
「
土
砂
留
奉
行
」

「
土
砂
留
役
人
」
と
は
、
著
名
な
寛
文
六
（
一
六
六
六
）
年
の
「
山
川
掟
」
と
も
関
わ
っ
て
、
貞
享
元
（
一
六
八
四
）
年
よ
り
制
度
化
さ
れ
た
、
淀

川
・
大
和
川
筋
土
砂
留
管
理
の
た
め
の
巡
回
役
人
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
、
従
来
の
研
究
は

或
い
は
羅
列
的
で
あ
っ
た
り
、
侍
る
も
の
は
土
砂
留
問
題
を
主
題
と
し
て
お
ら
ず
、
最
も
詳
し
い
『
明
治
以
前
日
本
土
木
史
』
も
そ
の
性
格
上

技
術
面
に
重
点
が
あ
る
な
ど
、
　
「
土
砂
留
奉
行
」
等
の
具
体
的
業
務
や
、
そ
の
巡
回
を
基
礎
付
け
た
制
度
の
特
質
把
握
は
、
未
だ
十
分
果
さ
れ

て
い
る
と
は
い
え
な
い
。

　
本
稿
は
、
冒
頭
の
関
心
お
よ
び
か
か
る
研
究
史
に
鑑
み
て
、
日
下
村
農
民
に
と
っ
て
、
検
見
役
人
と
並
び
身
近
な
侍
で
あ
っ
た
「
土
砂
留
奉

行
」
　
「
土
砂
留
役
人
」
を
対
象
と
し
て
取
上
げ
、
そ
の
業
務
や
性
格
に
つ
い
て
考
察
し
、
あ
わ
せ
て
そ
の
来
村
を
規
定
し
た
制
度
自
体
に
つ
い

て
も
言
及
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
つ

①
　
「
河
内
國
日
下
村
元
庄
屋
日
記
」
。
全
｝
六
冊
（
享
保
一
二
～
寛
延
四
年
〉
。

　
ち
一
四
冊
は
京
大
陳
列
館
架
蔵
、
二
冊
は
東
大
阪
市
加
納
森
孝
次
氏
所
蔵
。

②
　
池
田
圓
男
「
明
治
維
新
前
に
於
け
る
砂
防
事
業
」
（
『
水
利
と
土
木
』
第
｝
巻
六

　
号
、
第
二
巻
一
号
、
一
九
二
八
、
二
九
年
）
、
『
日
本
由
林
山
』
保
護
林
篇
（
日
本

　
山
林
巾
入
刊
行
会
、
　
一
九
三
四
年
）
崩
単
六
十
｛
女
林
系
、
　
『
㎜
男
治
以
仙
中
日
本
田
窯
小
史
』

　
（
岩
波
書
店
、
一
九
三
六
年
）
第
一
編
第
三
章
、
第
九
編
第
四
章
、
堀
井
篤
「
淀

　
川
水
系
の
治
山
治
水
と
水
害
一
そ
の
歴
史
的
発
達
」
（
『
歴
史
評
論
』
四
六
、
一
九

1

土
砂
留
役
人
の
来
村
を
め
ぐ
っ
て

五
三
年
）
、
矢
野
義
男
「
明
治
以
前
の
砂
防
事
業
－
京
都
大
阪
町
奉
行
支
配
下
の

事
漏
未
」
　
（
『
河
川
』
二
二
三
号
、
　
一
九
六
五
年
）
、
池
谷
浩
『
砂
防
四
入
門
冨
　
（
山
申
灘

堂
、
～
九
七
贈
年
）
第
四
章
、
塚
本
学
「
諸
圏
山
川
掟
に
つ
い
て
」
　
（
信
州
大
学

人
文
学
部
『
人
文
論
集
駈
第
＝
瓢
号
、
一
九
七
九
年
）
、
所
三
男
『
近
世
林
業
史

r
の
研
究
』
　
（
無
用
弘
文
館
、
一
九
八
○
年
）
第
一
篇
第
一
章
、
野
口
陽
一
「
治
山

技
術
の
見
直
し
と
展
望
」
　
（
『
山
林
』
一
一
五
九
号
、
一
九
八
○
年
）
な
ど
。

本
章
で
は
、
先
に
取
上
げ
た
日
下
村
庄
屋
日
記
を
始
め
、
各
種
地
方
史
料
に
よ
っ
て
、
土
砂
留
役
人
（
以
下
一
括
し
て
こ
の
よ
う
に
呼
ぶ
）
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の
来
村
、
そ
の
業
務
、
普
請
費
用
等
の
負
担
に
つ
い
て
分
析
す
る
。

　
　
一
　
日
記
に
見
え
る
土
砂
留
役
人

　
本
節
で
は
、
日
下
村
庄
屋
日
記
の
な
か
か
ら
関
係
記
事
を
拾
い
、
来
村
の
具
体
相
を
瞥
見
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
一
例
と
し
て
享
保
一
四
（
一
七
二
九
）
年
度
を
取
上
げ
よ
う
。

　
（
三
月
十
一
日
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
河
内
郡
）
　
　
　
　
　
（
河
内
郡
）

　
　
＝
米
ル
十
六
日
、
土
砂
留
篇
御
｛
奉
行
｛
粛
藤
甚
左
卵
衛
門
回
殿
御
廻
り
晶
仮
丁
砕
御
」
廻
状
廻
ル
、
十
五
日
豊
浦
泊
、
十
六
日
叢
聞
済
寺
泊

　
（
灘
月
十
鶏
日
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
河
内
郡
）

　
　
一
土
砂
留
御
奉
行
斎
藤
甚
左
衛
門
殿
、
今
晩
池
嶋
村
二
御
泊
リ

　
（
灘
月
十
五
日
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
日
下
村
年
寄
）

　
　
一
土
砂
留
役
斎
藤
甚
左
衛
門
殿
、
今
晩
豊
浦
四
郎
右
衛
門
方
二
御
泊
、
五
兵
衛
窺
二
参
砕

　
（
讐
一
月
十
六
臼
）

　
　
一
土
砂
留
篇
御
｛
撃
行
斎
曲
謄
甚
左
衛
照
口
陥
激
、
夜
汕
開
曹
…
浦
村
御
泊
二
糟
川
今
口
N
蕪
悶
根
調
守
へ

　
　
御
移
、
善
根
寺
一
一
而
昼
飯
、
善
根
寺
二
葡
被
成
支
度
直
二
大
坂
へ
御
帰
詣
リ

　
　
　
　
　
（
日
下
村
年
寄
）
（
同
上
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
郡

被
旧
い
、
治
助
．
治
左
衛
門
出
向
御
礼
．
嘩
量
、
根
寳
奮
　
　
　
櫃

（
穴
月
二
＋
四
臼
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刎

一
土
砂
留
奉
行
多
川
彦
右
衛
門
殿
、
廿
六
日
日
下
村
二
三
泊
リ
之
御
廻
状
廻
ル
　
　
辺

（山

n
月
二
十
五
日
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ロ
H
下
村
庄
尾
）
　
　
　
　
　
園
剃

萌
廿
育
喚
多
川
彦
右
衛
門
殿
日
下
。
御
泊
，
政
朝
間
。
窪
ハ
衛
と
豊
富

　
所
へ
出
、
献
立
注
文
杯
い
た
し
木
工
兵
衛
大
坂
へ
遣
砕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日

一
多
川
彦
右
衛
門
購
今
晩
蒲
購
御
事
リ
韓
裏
壁
左
侮
諜
　
　
D

．。

ﾉ
煮
魏
・
八
三
仁
兵
循
さ
か
い
や
三
郎
兵
衛
．
久
太
襲
土
砂
属
姻

　
役
人
御
身
リ
之
肴
・
青
物
持
参
砕

一
昼
飯
過
、
多
川
彦
右
衛
門
殿
手
前
へ
御
着
被
成
砕
、
上
下
十
壱
人
有
之
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
坂
）

　
内
侍
壱
人
中
聞
三
人
合
四
人
今
日
先
へ
夕
飯
給
、
岸
和
田
へ
被
竪
蔀
、

　
h
ソ
一
汁
一
二
贈
米
、
残
ハ
一
沸
d
弐
磐
米
也
、
凹
口
付
“
b
下
通
n
り
照
門
晶
削
也
、

　
奥
聞
二
彦
右
衛
門
殿
、
中
ノ
間
三
二
人
、
鞍
部
鷺
二
一
二
人
被
泊
幹
、

河内

寺
下根
　
江
田

善
日
芝
芝
神
額

伽巾

植付

1閑
出雲井一一豊

河
内
山
居
新
田

　
　
　
　
　
へ

　
　
川
中
臼
田

　
　
　
麓
松
原

廻
米
士
ロ
原
～
邑
村
地

　
～中
翻
開

内河

条四

六万寺

横小路

謡
　
池
島

市
　
場

福万寺

　lkOS
r大阪百年史』付國より

　
　
　
今
晩
長
町
迄
出
被
泊
中
積
リ
也
、
残
上
下
七
人
手
前
ユ
被
泊
地
、

岸
和
田
へ
帰
り
弥
四
人
も
、
食
事
不
持
二
月
帰
怖

　
作
兵
衛
・
治
助
・
五
兵
衛
・
治
左
衛
門
相
要
衝
申
出

上
御
壱
人
は
か
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土砂留役人と農驚（水本）

　
一
内
夫
手
前
之
象
来
不
残
、
新
兵
衛
・
長
七
・
お
き
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
背
戸
）
　
（
門
）

　
一
今
朝
間
二
人
足
か
け
、
坪
ノ
内
、
セ
と
、
か
と
掃
除
為
致
弥

　
（
穴
月
二
十
・
七
日
）

　
一
朝
飯
後
、
多
州
彦
右
衛
門
殿
大
坂
へ
御
立
二
而
砕
、
甚
助
・
伊
左
衛
門
駕
籠
二
参
砕
、
忠
兵
衛
馬
荷
物
つ
け
送
り
申
怖

　
彦
右
衛
門
殿
御
了
い
而
、
庄
や
・
年
寄
朝
飯
給
、
九
つ
時
迄
休
被
港
外
、
　
（
中
略
）
昼
柄
さ
か
い
や
三
郎
兵
衛
・
八
百
や
仁
兵
衛
・
茂
兵
衛
・
木
工
丘
ハ
衛
・

　
次
郎
兵
衛
と
酒
呑
申
幹
、
三
郎
兵
徳
∵
仁
兵
衛
今
晩
も
泊
り
申
い

　
（
九
月
二
十
七
日
）

　
一
土
砂
留
奉
行
斎
藤
甚
左
衛
門
殿
、
壬
九
月
朔
顧
御
廻
リ
之
廻
状
廻
ル
、
右
平
次
二
落
磐
善
根
寺
へ
渡
し

　
（
閾
九
月
二
日
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
葛
安
郡
）

　
一
土
砂
留
奉
行
斎
藤
甚
右
衛
門
殿
、
今
晩
恩
知
村
御
泊

　
（
悶
九
月
三
日
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
河
内
郡
）

　
一
土
砂
留
御
奉
行
斎
藤
甚
右
衛
門
殿
、
切
川
村
二
御
泊

　
（
閏
九
月
四
日
）
　
　
　
　
左
衛
門
　
　
　
（
河
内
郡
）

　
一
土
砂
御
役
人
斎
藤
甚
右
衛
門
殿
、
額
田
村
二
御
泊
、
治
左
衛
門
遣
外

　
（
閏
九
月
五
日
）
　
　
　
　
、
、
、
、
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
河
内
郡
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
欝
下
村
内
）

　
一
意
砂
留
御
役
人
斎
藤
甚
左
衛
門
殿
、
鷲
尾
山
へ
御
捻
、
夫
汐
当
村
、
善
根
寺
御
通
リ
神
並
村
へ
御
帰
、
御
昼
飯
過
慮
市
吉
右
衛
門
舟
二
蒲
大
坂
へ
御
下
リ
砕
、

　
神
並
村
御
泊
り
之
筈
二
平
静
処
、
昼
飯
汐
大
坂
へ
御
下
リ
静
、
当
村
御
通
リ
之
節
、
作
兵
衛
・
次
左
衛
門
・
五
兵
衛
罷
出
、
神
並
昼
飯
へ
作
兵
衛
・
五
兵
衛

　
　
礼
二
被
参
砕
、
山
之
上
御
見
分
ハ
無
之
砕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
解
　
毒
）

　
一
当
夏
多
川
彦
右
衛
門
殿
御
泊
之
節
、
御
目
付
信
貴
武
右
衛
門
殿
へ
銀
三
匁
渡
し
、
岸
和
田
安
松
屋
喜
右
衛
門
方
ノ
げ
ど
く
丸
調
給
砕
様
降
癖
遣
件
処
、
此
度

　
斎
藤
甚
左
衛
門
殿
御
廻
リ
ニ
付
、
右
丸
薬
事
伝
差
越
給
偽
故
、
則
礼
状
今
田
岸
和
田
衆
へ
相
頼
遣
静

　
以
上
、
享
保
一
四
年
度
日
記
に
記
さ
れ
た
、
土
砂
留
役
人
関
係
記
事
を
総
て
掲
げ
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
年
当
該
地
域
に
は
、
三
月
、

六
月
、
関
九
月
と
三
國
の
巡
回
が
な
さ
れ
た
こ
と
、
う
ち
六
月
は
日
記
作
者
長
右
衛
門
宅
が
一
行
の
宿
と
な
っ
た
こ
と
、
そ
の
際
料
理
人
を
大

坂
よ
り
招
き
、
ま
た
肴
・
青
物
を
も
大
坂
で
商
え
た
こ
と
、
な
ど
が
知
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
閣
九
月
五
日
条
の
解
毒
丸
購
入
一
件
は
、
土
砂
留

役
人
と
の
近
付
き
度
合
を
語
る
も
の
と
し
て
興
味
深
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
日
下
村
地
域
に
は
、
　
「
土
砂
留
奉
行
」
　
「
土
砂
留
役
人
」
と
称
さ
れ
る
侍
が
恒
常
的
に
巡
回
し
て
お
り
、
そ
の
来
村
頻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

度
等
か
ら
見
て
、
彼
等
は
農
民
に
と
っ
て
馴
染
み
の
侍
で
あ
っ
た
。
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二
　
土
砂
留
役
人
の
業
務

　
前
節
で
は
、
土
砂
留
役
人
来
村
の
様
子
を
日
記
記
事
か
ら
見
た
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
か
ら
は
彼
等
の
業
務
は
あ
ま
り
定
か
で
な
く
、
た
と
え

ば
、
　
「
鷲
尾
山
へ
御
登
」
と
あ
る
の
み
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
本
節
で
は
、
他
地
域
の
史
料
を
も
援
用
し
つ
つ
、
彼
等
の
業
務
に
つ
い
て
検
討
し

て
み
る
。

　
の
　
さ
て
、
土
砂
留
役
人
関
係
史
料
を
通
覧
し
、
彼
等
の
業
務
を
整
理
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
中
核
は
、
砂
防
工
事
を
要
す
る
場
所
の
設
定
と
、

　
（
そ
の
地
域
の
定
期
的
巡
圓
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
①
一
武
庫
川
土
砂
留
（
中
略
）
、
松
平
遠
江
上
様
よ
り
役
人
新
井
藤
助
様
、
山
口
四
郎
左
衛
門
様
上
下
十
七
人
つ
N
、
度
々
山
々
轟
々
御
見
分
之
上
御
普
請

　
　
　
ヨ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
コ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
所
九
拾
八
ケ
所
被
仰
付
、
毎
年
三
度
宛
御
廻
リ
被
成
静
（
傍
点
引
用
者
　
以
下
同
様
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
　
　
　
　
（
享
保
1
5
・
1
0
　
摂
津
有
馬
郡
生
瀬
村
「
高
反
別
差
出
帳
」
よ
り
）

　
②
　
以
配
符
申
入
幹
、
此
度
土
砂
留
帳
面
相
改
砕
帯
付
、
粗
々
土
砂
留
之
内
、
左
之
ケ
宰
相
改
、
当
館
廻
之
墨
書
認
可
差
出
幹

　
　
　
文
化
六
巳
年
已
来

　
　
　
　
一
新
規
築
留
出
来
之
分
　
何
ケ
所
　
長
高
如
何
程

　
　
　
同

　
　
　
　
一
在
来
リ
築
留
　
　
　
　
何
ケ
所
　
長
高
如
何
程

　
　
　
同

　
　
　
　
一
石
一
堰
　
　
　
　
　
　
　
何
ケ
所
…
　
長
寓
四
如
何
程

　
　
　
同

　
　
　
　
一
新
手
入
場
之
分
、
何
年
左
字
何
筋
、
芝
・
木
苗
植
附
之
訳
、
井
谷
筋
町
並
・
巾
間
数
相
星
可
電
器

　
　
　
同

　
　
　
　
一
谷
筋
古
所
在
之
様
子
替
リ
砕
場
所
在
之
者
、
間
数
相
改
、
其
訳
可
動
峰

　
　
　
　
一
年
々
仕
来
リ
替
り
幹
手
入
い
た
し
怖
ハ
Σ
、
其
訳
可
記
い

　
　
　
右
ケ
条
無
之
村
方
者
、
書
付
指
繊
不
及
外
、
已
上

　
　
　
　
七
月
廿
五
臼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
太
覚
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
冨
幸
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
　
　
　
　
（
文
政
4
・
7
　
河
内
交
野
郡
田
口
村
「
御
触
書
井
諸
事
控
帳
」
よ
り
）
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土秒留役人と農民（水本）

　
す
な
わ
ち
、
史
料
①
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
彼
等
土
砂
留
役
人
は
、
ま
ず
「
山
々
谷
々
」
を
見
分
、
普
請
必
要
箇
所
を
設
定
し
、
そ
の
上

で
、
当
該
箇
所
を
定
期
的
に
巡
回
し
た
。
ま
た
史
料
②
に
よ
れ
ば
、
巡
回
に
際
し
て
は
、
予
め
普
請
箇
所
に
関
す
る
報
告
書
を
農
民
よ
り
提
出

さ
せ
て
い
た
こ
と
も
判
る
。

　
さ
て
、
定
期
的
巡
回
に
お
い
て
、
彼
等
は
必
要
に
応
じ
普
請
に
対
す
る
指
示
を
与
え
、
ま
た
巡
回
の
都
度
農
民
か
ら
普
請
方
入
念
の
証
文
を

取
る
。

　
①
　
　
覚

　
　
　
一
河
州
丹
南
郡
北
野
田
村
領
山
方
、
今
度
被
成
御
指
図
松
苗
植
弥
通
、
相
残
ル
崩
最
近
≧
念
を
入
松
苗
植
可
垂
訓
、
為
其
証
文
如
件

　
　
　
　
元
禄
七
年
戌
ノ
ニ
月
廿
日

　
　
岡
部
癸
濃
守
様
細
内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
賢
田
村
庄
量

　
　
　
近
藤
所
左
衛
門
様
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
審

　
　
　
問
下
杢
右
衛
門
様
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甚
庄
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
外
二
名
略
）

　
　
　
　
七
咽
ハ
戌
一
一
日
〃
↓
μ
ロ
［
［
御
日
知
A
刀
被
成
、
証
寺
人
紬
恢
仰
付
M
叶
浜
ノ
つ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
　
　
　
　
（
河
内
丹
南
郡
北
野
田
村
「
御
公
儀
様
江
上
リ
写
帳
」
よ
り
）

　
②
　
以
配
符
申
入
齢
、
前
々
汐
我
等
共
春
秋
廻
村
立
節
、
一
紙
証
文
印
形
楽
曲
、
証
文
面
三
顧
不
心
得
村
々
茂
在
之
見
様
栢
聞
峰
、
依
之
証
文
面
之
写
相
廻

　
　
　
偽
間
、
村
々
二
而
写
置
、
已
来
心
得
違
無
書
様
得
上
相
守
、
猶
普
請
出
情
趣
致
い
、
已
上
（
追
而
書
き
略
）

　
　
　
　
差
上
申
砂
留
一
札
之
事

　
　
　
一
砂
留
暗
暗
被
仰
専
断
通
、
山
川
枝
谷
川
迄
山
崩
申
処
、
叢
叢
油
断
、
木
苗
・
芝
等
植
付
柵
仕
静
、
猶
又
此
度
被
遊
御
見
分
、
御
吟
味
之
上
、
急
度
被
仰

　
　
　
付
静
趣
、
委
細
回
歴
静
、
此
上
弥
念
入
、
砂
留
可
仕
砕
段
被
仰
付
無
御
座
怖
場
所
御
座
い
共
、
吟
味
仕
、
御
普
請
仕
、
重
而
御
廻
之
節
其
段
可
申
上

　
　
　
砕
、
此
已
後
若
不
念
之
所
茂
御
坐
静
者
、
何
分
二
茂
曲
事
可
骨
髄
静
、
為
後
日
短
編
如
件

　
　
　
　
年
号
月
巳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
々
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庄
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
寄

　
　
稲
葉
対
馬
守
様
御
内

　
　
　
福
冨
幸
左
衛
門
様

　
　
　
八
太
覚
兵
衛
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
　
　
　
　
（
文
政
4
・
3
　
河
内
交
野
郡
田
口
村
「
御
触
書
井
諸
事
控
帳
」
よ
り
）

　
史
料
①
は
、
土
砂
留
役
人
の
指
示
に
基
づ
き
松
菌
を
植
え
る
べ
き
旨
の
証
文
で
あ
り
、
史
料
⑨
は
、
定
期
的
巡
園
に
際
し
て
提
出
す
べ
き
証

文
の
雛
形
で
あ
る
。

　
切
　
土
砂
留
役
人
の
中
心
的
業
務
は
、
右
に
挙
げ
た
が
ご
と
き
普
講
箇
所
の
定
期
的
見
分
で
あ
る
が
、
な
お
そ
れ
に
加
え
、
広
く
土
砂
留
に

　
（
関
わ
る
事
項
は
す
べ
て
彼
等
の
管
轄
に
属
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
綴
喜
郡
）

　
①
　
以
配
符
申
入
砕
、
此
度
大
雨
出
水
二
二
、
土
砂
留
山
々
普
請
場
破
損
有
之
、
井
山
華
南
有
之
二
付
、
我
等
共
見
分
、
来
ル
廿
二
臼
城
州
普
賢
南
郷
孟
由

　
　
　
　
　
（
河
内
交
野
郡
）

　
　
　
越
、
穂
谷
村
領
江
向
罷
越
幹
間
、
役
人
之
内
壱
人
、
人
足
四
人
召
連
額
境
へ
出
迎
、
普
請
場
破
損
所
、
由
崩
等
有
之
村
盲
者
猶
更
可
致
案
内
砕
（
後
略
）

　
　
　
　
（
享
和
二
年
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
淀
黒
土
砂
留
運
行
）

　
　
　
　
七
月
十
六
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
六
郎
兵
衛
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
瀬
矢
柄
印

　
　
　
　
（
順
路
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
村
々

　　

@　

@．

@
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
難
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
　
　
　
　
（
河
内
交
野
郡
野
村
「
御
触
書
廻
状
留
帳
」
よ
り
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
②
　
　
差
上
申
一
札

　
　
　
一
豪
村
字
う
す
の
肩
と
申
所
、
百
姓
孫
七
郎
と
邸
中
水
車
専
管
願
上
短
軸
、
御
見
分
之
上
土
砂
之
厳
寒
御
座
砕
付
連
曲
付
、
難
有
意
存
い
、
此
以
後
若
土
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土砂留役人と農民（水本）

　
　
　
砂
指
構
二
罷
成
外
ハ
玉
、
何
時
ニ
テ
も
御
指
図
次
第
取
払
可
申
い
、
為
後
日
如
斯
御
座
外
、
以
上

　
　
　
　
享
保
七
年
寅
三
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
州
河
内
郡
芝
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
車
主
　
　
孫
七
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
村
年
審
　
伊
左
衛
門

　
　
　
（
岸
和
田
藩
土
砂
留
審
行
）

　
　
　
　
木
村
三
右
衛
門
様
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
村
庄
屋
　
庄
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
（
右
）

　
　
　
　
多
川
彦
左
衛
門
様

　
③
此
度
字
法
恩
寺
松
尾
山
苅
取
方
双
方
出
入
二
付
、
我
々
共
江
高
槻
土
砂
軍
奉
行
様
♂
仲
人
取
国
軍
早
撃
付
、
其
上
御
趣
意
御
理
解
外
為
仰
下
、

　
　
　
双
方
対
談
致
和
済
い
趣
左
之
通

　
　
　
　
　
　
⑨

　
　
　
　
（
以
下
略
）

　
史
料
①
は
、
大
雨
出
水
に
付
き
臨
時
に
見
分
す
る
旨
触
れ
て
お
り
、
彼
等
が
定
期
的
巡
回
以
外
に
も
、
必
要
が
あ
れ
ば
出
勤
し
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
ま
た
、
史
料
②
は
水
車
設
置
に
つ
い
て
の
口
上
書
で
あ
る
が
、
土
砂
留
役
人
に
よ
る
見
分
の
事
実
を
述
べ
て
お
り
、
こ
う
し
た
事

項
の
チ
ェ
ッ
ク
も
彼
等
の
業
務
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
さ
ら
に
史
料
③
は
、
文
化
一
〇
（
一
八
一
三
）
年
、
摂
津
豊
島
郡
牧
野
庄
六

ケ
村
と
同
郡
新
稲
村
と
の
聞
に
お
け
る
、
入
会
地
響
砂
留
普
請
出
入
に
際
し
て
の
済
口
証
文
賢
頭
部
分
で
あ
る
。
文
中
「
我
々
共
」
と
は
近
隣

石
丸
村
等
四
ケ
村
庄
屋
を
指
す
が
、
引
用
中
に
あ
る
よ
う
に
、
彼
等
に
対
し
、
高
槻
藩
土
砂
留
奉
行
が
仲
人
取
誓
い
を
命
じ
て
い
る
。
土
砂
留

役
人
は
、
か
か
る
争
論
に
つ
い
て
の
処
理
を
も
、
そ
の
業
務
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
土
砂
留
役
人
の
業
務
に
つ
い
て
整
理
し
た
。
こ
れ
を
要
す
る
に
、
彼
等
は
土
砂
留
箇
断
の
定
期
的
巡
回
を
中
心
に
、
土
砂
留
に
関
わ

る
諸
々
の
纂
項
全
般
の
取
扱
い
、
管
理
を
、
そ
の
業
務
と
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

　
　
三
　
工
裏
費
・
接
待
費
等
の
負
担
に
つ
い
て

　
で
は
、
か
か
る
砂
防
工
事
に
要
す
る
諸
経
費
や
、
役
人
来
村
に
際
し
て
の
接
待
費
等
は
、
誰
の
負
担
に
関
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
本
節
で

は
こ
の
点
に
つ
い
て
見
て
お
こ
う
。

9 （613）



　
幻
　
ま
ず
、
土
砂
留
場
普
請
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
原
則
と
し
て
村
方
自
普
請
で
あ
っ
た
。

　
（

　
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
た
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
カ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
り
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヨ

　
①
一
土
砂
留
山
方
普
講
者
、
御
料
私
領
之
百
姓
共
自
普
請
被
　
仰
付
瞥
、
普
請
之
仕
方
ハ
、
大
名
衆
承
之
場
所
切
役
人
差
出
申
付
砕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
②
一
土
砂
留
場
所
之
御
見
分
界
付
、
入
用
之
竹
木
、
諸
色
人
足
等
之
儀
ハ
村
役
エ
可
差
嶺
旨
、
竹
木
・
縄
等
ハ
其
所
口
寄
少
々
宛
入
用
も
可
有
之
、
人
足
も

　
　
　
両
三
人
も
可
差
出
義
と
可
有
之

　
　
　
　
　
　
　
（
大
坂
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
史
料
①
は
、
　
「
町
奉
行
所
旧
記
」
よ
り
抄
出
さ
れ
た
「
川
筋
御
用
覚
書
」
に
見
え
る
一
項
で
あ
り
、
史
料
②
は
、
幕
府
勘
定
所
役
人
秋
月
紀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

林
等
に
よ
る
、
寛
政
二
（
一
七
九
〇
）
年
頭
河
等
五
ヶ
国
土
砂
留
場
巡
見
に
際
し
て
の
「
村
方
申
渡
請
証
文
」
の
一
節
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
あ
っ

て
も
土
砂
留
場
の
普
請
は
、
　
「
自
普
請
」
　
「
村
役
」
と
、
農
民
負
担
に
拠
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
な
お
こ
の
点
の
補
足
と
し
て
、
負
担
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

つ
い
て
の
地
方
の
申
合
せ
を
示
し
て
お
く
。

　
　
　
　
申
合
一
札
之
事

　
　
　
一
此
度
郡
中
山
々
、
芝
草
等
生
立
不
申
場
所
違
ハ
相
応
之
品
植
置
、
惣
而
川
筋
江
細
砂
不
流
落
様
手
鎖
可
中
之
旨
御
触
有
之
（
中
略
）

　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
リ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
つ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
あ
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
つ

　
　
　
一
右
一
件
之
人
足
ハ
、
落
雷
六
ケ
村
棟
役
二
割
合
差
出
、
過
不
足
等
も
棟
数
ヲ
以
差
引
勘
定
君
臨
事
、
但
庄
屋
年
寄
之
分
除
之

　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
モ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ら
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
一
右
人
足
乱
軍
諸
入
用
ハ
先
格
も
有
之
い
条
、
六
ケ
村
高
棟
二
割
合
之
上
、
晶
々
二
階
貞
節
葡
不
時
入
用
割
方
二
准
シ
取
計
可
申
事

　
　
　
（
後
略
）

　
こ
れ
は
、
摂
津
豊
島
郡
桜
村
等
六
ケ
村
の
、
立
会
重
土
砂
留
普
請
に
対
す
る
文
化
六
（
一
八
〇
九
）
年
の
申
合
せ
で
あ
る
。
史
料
が
示
す
ご
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

く
、
こ
こ
で
も
土
砂
留
工
事
人
足
・
諸
入
用
は
、
村
々
の
負
担
に
拠
っ
て
い
る
。

　
た
だ
し
、
散
見
す
る
地
方
史
料
に
よ
れ
ば
、
時
に
よ
り
、
ま
た
領
主
に
よ
っ
て
、
人
足
扶
持
等
の
支
給
が
あ
っ
た
場
舎
も
あ
る
。
一
例
を
先

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

の
日
下
村
に
取
れ
ば
、
次
に
示
す
よ
う
に
、
元
禄
二
（
一
六
八
九
）
年
、
時
の
領
主
藤
堂
馬
よ
り
三
木
や
普
請
人
足
扶
持
米
が
下
付
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
覚

　
　
　
一
杭
木
四
百
弐
拾
本
　
但
拾
本
二
付
三
匁
宛
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コ
　
　
も
　
　
へ
　
　
ゐ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
カ
　
　
ヨ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
　
内
弐
拾
本
ハ
杭
木
山
ニ
テ
被
下
偽
故
、
切
り
申
砕

　
　
　
残
四
百
本

　
　
　
　
代
銀
百
弐
拾
匁

　
　
一
柵
竹
弐
拾
壱
束
　
但
壱
東
二
付
弐
匁
三
分
宛

　
　
　
　
代
銀
四
拾
八
匁
三
分

　
　
一
入
足
五
百
三
拾
入
　
碗
鰍
臆
駄
嫡
植

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
モ
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
カ
　
　
カ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
コ
　
　
　
　
　
リ
　
　
う
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヨ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
リ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
右
ハ
巳
之
春
洪
水
ニ
テ
土
砂
出
申
故
砂
留
入
用
、
但
し
春
秋
両
度
之
人
足
扶
持
方
米
、
被
仰
付
被
下
怖
ハ
有
難
墨
田
存
静
、
已
上

　
　
元
禄
弐
年
巳
八
月
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
下
村
庄
屋
　
作
兵
衛
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
外
六
名
略
）

　
　
杉
原
平
左
衛
門
殿

　
　
青
木
善
三
郎
殿

　
　
（
裏
書
）

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
モ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
セ
　
　
マ

　
　
表
書
之
人
足
百
廿
人
可
被
下
幹
、
後
々
之
例
ニ
ハ
立
間
敷
硲
、
念
を
入
為
書
可
申
砕
為
如
此
砕
、
以
上

　
　
　
九
月
二
日
　
　
青
木
善
三
郎
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
・
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
杉
原
助
左
衛
門
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
こ
の
よ
う
に
、
時
と
し
て
扶
持
米
等
が
下
し
置
か
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
た
だ
、
本
史
料
に
即
し
て
言
え
ば
、
裏
書
文
言
「
後
々
之
例
ニ
ハ

立
間
敷
峰
」
が
端
的
に
語
る
ご
と
く
、
か
か
る
支
給
が
例
外
的
な
も
の
で
あ
り
、
実
費
の
圧
倒
的
部
分
が
村
方
の
賄
い
に
よ
っ
た
こ
と
に
間
違

い
は
な
い
。

　
励
　
つ
ぎ
に
、
役
人
来
村
に
際
し
て
の
入
用
費
に
つ
い
て
。
ま
ず
、
享
保
八
（
一
七
二
三
）
年
、
岸
寒
色
膠
着
砂
留
役
人
宿
泊
に
当
た
り
、
日

　
（
下
村
よ
り
差
出
し
た
旅
籠
代
受
取
書
を
示
す
。
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請
取
申
旅
籠
代
之
事

一
銀
拾
六
匁
四
分
　
人
数
拾
六
人
分
一
泊
リ
旅
籠
代

高
四
匁
　
　
爆
魏
蔽
天
甦
罷

一
同
弐
匁
　
　
　
　
右
同
断
駄
荷
馬
壱
疋
代

　
履
者
、
多
川
彦
右
衛
門
様
山
川
為
御
見
分
盛
塩
リ
被
遊
、
九
月
廿
一
日
当
村
二
二
一
宿
被
論
い
、
右
旅
籠
代
槌
二
受
取
砕
、

　
砕
付
、
旅
籠
代
応
分
軽
キ
仕
出
仕
静
、
其
外
面
茂
出
入
無
御
座
怖
、
為
様
β
如
此
二
御
座
い
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
州
河
内
郡
日
下
村
庄
や

　
享
保
八
年
喉
九
月
廿
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
作
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
村
年
寄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
治
助

岡
部
内
膳
正
様
御
内

　
土
砂
留
御
奉
行
御
下
役

　
　
　
　
　
　
西
村
磯
右
衛
門
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
　
　
（
「
御
公
儀
御
地
頭
江
諸
事
書
上
留
」
よ
り
）

御
馳
走
曾
葡
御
請
不
被
成
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す
な
わ
ち
、
こ
の
請
取
書
に
よ
る
と
、
役
人
よ
り
旅
籠
代
お
よ
び
下
坂
人
足
・
駄
荷
馬
代
が
支
給
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
一
応
宿
泊
費
、

交
通
費
は
役
人
持
ち
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
前
掲
日
下
村
庄
屋
臼
記
享
保
一
四
年
六
月
二
六
日
条
（
肴
・
青
物
の
購
入
、
料
理
人
雇
い
）
を
想

起
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
程
度
の
支
給
額
で
は
到
底
賄
い
切
れ
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
事
実
、
同
村
享
保
一
三
（
一
七
二
八
）
年
「
諸
色
入
用
小

　
⑰
掛
帳
」
に
は
、

　
　
　
一
銀
百
八
拾
三
匁
壱
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
　
右
者
、
年
中
土
砂
留
場
普
諸
人
足
代
井
土
砂
留
御
湿
堂
衆
御
泊
入
用
井
郡
江
這
出
嫡
孫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

と
あ
り
、
普
請
人
足
代
、
郡
へ
の
出
銀
（
土
砂
留
役
人
へ
の
年
頭
礼
関
係
費
）
と
と
も
に
、
宿
泊
接
待
の
赤
字
分
が
村
小
入
用
で
補
填
さ
れ
て

い
る
。



・
う
し
皇
紀
は
他
に
も
見
え
・
・
た
と
え
ば
・
「
綴
毒
留
御
役
人
播
泊
夷
用
割
合
塵
と
題
し
た
・
護
三
天
五
五
）
年
三

種
付
け
大
和
国
山
辺
郡
兵
庫
・
乙
木
二
二
昧
田
三
ケ
村
立
会
箕
用
帳
に
よ
れ
ば
、
京
都
町
奉
行
所
役
人
、
大
和
古
市
詰
め
藤
堂
藩
土
砂
留
役
人

の
来
村
に
際
し
、
宿
を
柳
本
の
旅
籠
屋
に
取
っ
た
こ
と
に
も
よ
る
の
か
、
宿
因
・
茶
代
合
せ
て
四
〇
四
・
六
五
匁
の
出
費
が
あ
っ
た
。
に
も
拘

ら
ず
、
役
人
衆
よ
り
の
支
給
額
は
僅
か
六
・
五
匁
に
過
ぎ
ず
、
結
局
一
村
当
た
り
＝
○
～
一
六
〇
匁
の
負
担
と
な
っ
た
、
と
い
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
普
請
に
つ
い
て
は
領
主
よ
り
一
時
的
、
部
分
的
援
助
は
あ
っ
た
も
の
の
、
原
則
は
農
民
負
担
で
あ
り
、
ま
た
接
待
費
等
に
つ

い
て
も
、
そ
の
多
く
を
村
方
で
支
弁
せ
ざ
る
を
得
な
い
な
ど
、
土
砂
留
役
人
の
巡
圓
は
当
該
地
域
農
民
に
と
っ
て
、
多
く
の
負
担
を
強
い
る
も

の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
以
上
本
章
で
は
、
庄
屋
日
記
そ
の
他
か
ら
、
土
砂
留
役
人
の
来
村
、
彼
等
の
業
務
、
普
請
等
に
要
す
る
諸
経
費
の
負
担
な
ど
に
つ
い
て
述
べ

た
。
如
上
の
検
討
に
よ
っ
て
、
日
下
村
始
め
引
用
史
料
に
登
場
し
た
地
域
の
農
民
が
、
村
に
あ
っ
て
最
も
し
ば
し
ば
接
触
し
た
侍
に
、
土
砂
留

奉
行
、
土
砂
留
役
人
と
呼
ば
れ
砂
防
管
理
を
業
務
と
す
る
侍
の
あ
っ
た
こ
と
、
そ
の
来
村
に
際
し
て
の
接
待
費
や
工
事
費
の
多
く
は
、
村
方
の

負
担
で
あ
っ
た
こ
と
、
な
ど
が
判
明
し
た
。

土砂留役入と農民（水本）

①
　
「
河
内
国
日
下
村
元
庄
屋
母
記
」
二
（
京
大
陳
列
館
架
蔵
）
。

②
　
こ
う
し
た
侍
の
来
村
は
、
河
内
國
交
野
郡
津
田
村
村
役
人
の
日
記
（
『
枚
方
市

　
史
』
第
九
巻
、
　
二
六
六
～
七
三
〇
百
ハ
）
や
、
　
万
庶
佃
寺
寺
務
日
記
（
『
｛
テ
治
旧
市
・
更
駈

　
五
、
五
五
〇
～
五
五
八
頁
）
に
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。

＠＠＠＠＠

『
西
宮
ぬ
巾
史
』
第
五
巻
、
　
一
穴
頁
。

『
枚
方
市
史
』
第
九
巻
、
二
〇
七
頁
。

『
堺
乱
巾
史
』
続
編
箪
酬
四
巻
、
六
四
｝
貝
。

『
枚
方
市
史
』
第
九
巻
、
二
〇
六
～
二
〇
七
頁
。

『
同
右
』
同
車
、
一
二
九
～
一
三
〇
頁
。

③
『
枚
岡
市
史
』
第
四
巻
、
五
六
六
頁
。

⑨
岡
箕
面
市
史
』
史
料
編
三
、
三
五
三
～
三
五
四
頁
。

⑩
　
『
大
阪
市
史
』
第
五
、
二
九
四
頁
。

⑪
　
　
『
枚
岡
市
史
』
第
四
巻
、
三
六
八
頁
。

⑫
『
箕
薗
市
史
』
史
料
編
三
、
三
二
九
頁
。

⑬
　
山
城
国
宇
治
郡
五
ケ
庄
郷
中
「
取
替
す
証
文
」
も
、
同
種
の
取
極
め
を
し
て
い

　
る
　
（
『
宇
治
市
史
』
五
、
五
六
＝
貝
）
。

⑭
『
枚
岡
市
史
』
第
四
巻
、
三
七
三
頁
。

⑮
　
こ
の
ほ
か
、
河
内
顯
交
野
郡
津
田
村
で
は
、
領
主
畠
山
氏
よ
り
、
実
費
の
多
少
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に
拘
ら
ず
、
恒
常
的
に
四
石
九
斗
二
升
が
支
給
さ
れ
て
い
る
（
『
枚
方
市
史
』
第
　
　
　
　
　
あ
っ
た
。

　
　
九
巻
、
一
七
六
買
な
ど
）
。
ま
た
、
京
都
町
奉
行
所
延
享
三
（
一
七
四
穴
）
年
　
　

⑩
　
「
河
内
国
日
下
村
元
庄
屋
記
録
」
一
九
（
京
大
陳
列
館
架
蔵
）
。

　
　
一
〇
月
の
触
状
に
は
、
　
「
域
弱
木
津
川
筋
江
土
砂
流
出
峰
山
谷
筋
賢
者
、
七
年
以
　
　
　
　
⑰
　
　
「
同
右
」
五
。

　
　
¢
兀
文
五
）

　
　
前
申
年
汐
土
砂
留
入
用
銀
被
下
之
、
木
苗
植
附
等
被
仰
付
」
（
古
久
保
家
文
書
）
　
　
⑱
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
次
章
一
㈲
の
史
料
②
参
照
。

　
　
と
あ
り
、
特
定
河
川
筋
土
砂
留
普
請
に
対
し
、
一
定
の
援
助
が
な
さ
れ
る
場
含
も
　

⑲
天
理
図
書
館
架
蔵
。

　
翌
　
土
砂
留
管
理
担
当
大
名
に
つ
い
て

　
前
章
で
は
、
農
民
の
日
常
生
活
と
の
関
わ
り
合
い
と
い
う
角
度
か
ら
、
土
砂
留
役
人
の
巡
回
（
以
下
、
そ
の
業
務
に
照
ら
し
“
巡
検
”
と
呼

ぶ
）
に
つ
い
て
検
討
し
た
の
で
あ
る
が
、
本
章
で
は
、
そ
う
し
た
巡
検
を
基
礎
付
け
た
管
理
調
度
に
つ
い
て
、
担
当
大
名
お
よ
び
巡
検
区
域
を

中
心
に
分
析
を
進
め
て
み
た
い
。
な
お
、
本
制
度
の
開
始
等
に
つ
い
て
は
、
　
「
は
じ
め
に
」
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
に
若
齢
の
整
理

も
あ
る
が
、
課
題
の
違
い
、
見
解
の
差
異
も
あ
る
ゆ
え
、
ひ
と
ま
ず
私
な
り
の
整
理
を
試
み
る
こ
と
と
す
る
。

　
　
一
　
土
砂
留
役
人
の
所
属
大
名

　
土
砂
留
管
理
制
度
を
論
じ
る
に
当
た
り
、
ま
ず
、
恒
常
的
に
巡
検
す
る
土
砂
留
役
人
の
所
属
を
手
掛
り
と
し
て
、
検
討
を
始
め
て
み
よ
う
。

と
り
あ
え
ず
、
先
の
日
下
村
を
取
上
げ
る
。

　
の
　
さ
て
、
日
下
村
地
域
を
恒
常
的
に
巡
検
し
た
土
砂
留
役
人
は
、
い
ず
れ
の
家
中
の
侍
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
見
分
終
了
後
は
大
坂
へ
下

　
（
る
と
あ
っ
た
り
（
飴
、
衙
、
閏
％
条
）
、
ま
た
岸
和
田
へ
帰
る
老
も
あ
っ
た
（
飴
条
）
な
ど
、
引
用
記
事
か
ら
は
必
ず
し
も
唖
然
と
し
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
3
7
　
　
6
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

そ
こ
で
本
日
記
の
他
年
露
分
を
繰
っ
て
み
る
と
、
享
保
一
五
（
一
七
三
〇
）
年
度
の
中
に
、
次
の
よ
う
な
記
事
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
正
月
十
五
日
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、
、
、
、
、
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
河
内
郡
）
　
　
　
　
　
　
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

　
　
　
一
作
兵
衛
今
日
汐
大
坂
へ
下
り
、
岸
和
田
土
砂
留
役
人
衆
へ
年
頭
礼
二
被
参
砕
、
池
騰
村
と
湯
器
也
、
明
日
大
坂
ヲ
立
、
岸
和
田
へ
被
参
砕
筈
也

　
す
な
わ
ち
作
兵
衛
（
臼
下
村
庄
屋
）
は
、
岸
和
田
の
土
砂
留
役
人
衆
へ
の
年
頭
礼
の
た
め
、
池
嶋
村
（
村
役
人
）
と
共
に
岸
和
田
に
出
向
い

た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
記
事
に
よ
っ
て
我
々
は
、
日
下
村
地
域
を
定
期
的
に
巡
検
し
た
土
砂
留
役
人
が
、
岸
和
田
よ
り
派
遣
さ
れ
た
侍
、
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つ
ま
り
岸
禰
田
藩
岡
部
氏
家
中
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
り
う
る
。
ち
な
み
に
、
享
保
七
（
一
七
二
二
）
年
に
記
さ
れ
た
岸
和
困
藩
「
鑑
定
」
を
見
る

②と
、
先
の
日
記
に
登
場
し
た
多
川
彦
右
衛
門
が
、
　
「
前
備
戦
士
三
＋
騎
」
の
項
に
、
　
「
百
廿
石
多
川
彦
右
衛
門
端
煽
連
夫
一
人
」
と
見
え
、
ま
た
享
保

＝
一
年
黒
土
砂
留
奉
行
で
あ
っ
た
納
所
孫
太
夫
も
、
　
「
在
国
之
数
」
の
項
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
日
下
村
地
域
を
享
保
期
に
巡
検

す
る
土
砂
留
役
人
は
、
岸
和
田
藩
に
所
属
す
る
侍
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
励
　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
事
実
は
我
々
に
興
味
深
い
問
題
を
提
出
す
る
。
そ
れ
は
、
右
土
砂
留
役
人
の
所
属
大
名
と
、
日
下
村
を
支
配
す
る
領

　
（
主
と
が
異
な
っ
て
い
る
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
同
村
の
支
配
関
係
を
見
る
に
、
天
和
元
（
一
六
八
一
）
～
元
禄
四
（
一
六
九
一
）
年
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

大
坂
町
奉
行
藤
堂
良
直
役
知
、
元
禄
四
～
享
保
一
五
（
一
七
三
〇
）
年
一
上
野
国
沼
田
藩
本
多
氏
知
行
地
、
以
後
幕
領
と
な
っ
て
お
り
、
享
保
期

の
み
な
ら
ず
、
そ
の
前
後
に
つ
い
て
も
、
岸
和
田
藩
岡
部
氏
と
は
全
く
関
係
が
な
い
の
で
あ
る
。

　
か
か
る
ギ
ャ
ッ
プ
は
、
何
ら
か
同
村
の
特
殊
性
、
た
と
え
ば
関
東
大
名
の
飛
地
で
あ
っ
た
と
か
、
幕
領
で
あ
る
等
の
理
由
に
よ
り
生
じ
た
特

異
な
現
象
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
次
に
示
す
史
料
に
よ
れ
ば
、
そ
の
様
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。

①
一
土
砂
奉
行
泉
州
岸
和
田
岡
部
美
濃
守
様
御
役
人
、
春
秋
二
御
見
分
有
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
　
　
（
享
和
2
　
「
狭
山
藩
領
村
方
明
細
帳
」
河
内
郡
出
雲
井
村
の
項
）

②
　
　
御
請
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
一
山
川
新
崩
出
来
い
節
、
早
速
岸
和
田
表
へ
届
出
可
申
事

　
　
（
中
略
）

　
右
之
通
リ
被
仰
渡
奉
畏
砕
、
依
之
御
請
書
奉
差
上
幹
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
州
河
内
郡

　
　
文
化
十
四
年
丑
二
月
　
　
　
　
六
万
寺
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
庄
屋
他
行
二
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
害
帯
右
衛
門

15　（619）



土
砂
留
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
四
ケ
村
略
）

　
　
御
奉
行
様

　
　
　
（
中
略
）

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
り

　
　
郡
中
申
合
定

一
岸
和
田
年
頭
御
礼
之
節
、
惣
代
両
村
へ
出
勤
料
銀
四
拾
三
匁
相
渡
線
描

　
　
扇
子
料
御
奉
行
様
へ
銀
壱
両
ツ
』

　
　
　
　
御
下
役
三
人
江
銀
壱
爾
ツ
」

　
　
　
　
用
達
江
銀
壱
両
ツ
玉

　
　
　
〆
十
五
匁
八
分
　
惣
代
村
ヨ
リ
取
替
置
事

　
　
右
極
月
勘
定
之
節
相
渡
砕
事

　
　
　
（
中
略
）

右
之
通
リ
、
此
度
寄
合
之
上
取
極
メ
幹
窮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
　
（
文
化
1
4
・
2
　
「
土
砂
留
規
矩
井
山
方
取
締
帳
」
よ
り
）

16 （620）

　
史
料
①
は
、
地
元
河
内
国
丹
南
郡
に
本
拠
を
持
つ
狭
山
藩
（
北
条
氏
）
領
に
関
す
る
明
細
帳
の
一
節
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
お
い
て
も
岸
禰
田

岡
部
氏
の
役
人
が
巡
検
し
て
い
る
。
ま
た
史
料
②
に
よ
れ
ば
、
河
内
郡
一
五
ケ
村
（
同
質
山
添
い
事
々
）
が
一
括
し
て
岸
和
田
藩
の
管
理
下
に

　
　
　
　
　
　
　
⑥

あ
っ
た
こ
と
が
判
る
。
な
お
、
請
書
筆
頭
六
万
寺
村
は
、
当
該
期
小
田
原
大
久
保
氏
の
知
行
地
で
あ
り
、
引
用
を
略
し
た
残
り
一
四
ケ
村
の
支

配
関
係
を
示
せ
ば
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。
池
之
嶋
（
幕
湯
）
、
四
条
（
旗
本
彦
坂
氏
・
幕
領
）
、
横
小
路
（
小
田
原
大
久
保
氏
）
、
客
坊
（
絵
師

狩
野
・
幕
領
）
、
五
条
（
旗
本
彦
坂
疵
）
、
切
川
（
幕
領
）
、
出
雲
井
（
狭
山
北
条
氏
・
小
田
原
大
久
保
氏
）
、
豊
浦
（
旗
本
小
林
氏
・
枚
岡
椎
・

剛
林
寺
）
、
額
田
（
旗
本
小
堀
氏
・
幕
領
）
、
神
町
（
旗
本
竹
中
氏
・
小
田
原
大
久
保
氏
）
、
芝
（
幕
領
）
、
植
付
（
旗
本
拓
植
氏
・
小
田
原
大
久

保
氏
）
、
日
下
（
幕
領
）
、
善
根
寺
（
幕
領
）
。
し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た
事
例
か
ら
す
れ
ば
、
先
の
日
下
村
の
状
況
は
特
殊
例
で
あ
る
ど
こ
ろ
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か
、
む
し
ろ
本
制
度
の
特
徴
と
見
倣
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
な
の
で
あ
る
。

　
か
か
る
事
態
は
、
従
来
の
「
常
識
偏
か
ら
す
れ
ば
、
極
め
て
異
例
に
属
す
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
我
々
は
、
こ
の
地
域
を
特

徴
付
け
る
「
非
領
国
」
概
念
を
持
っ
て
お
り
、
ま
た
、
延
宝
検
地
の
ご
と
く
、
検
地
を
命
じ
ら
れ
た
畿
内
、
近
国
大
名
が
幕
領
に
立
入
る
こ
と

　
　
　
　
　
⑦

の
あ
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
入
組
支
配
の
結
果
と
し
て
の
支
配
違
い
裁
判
等
か
ら
、
当
該
地
域
の
京
都
・
大
坂
町
奉
行
所
と
の
頻
繁
な
る
接

触
、
な
ど
に
つ
い
て
承
知
し
て
は
い
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
は
、
あ
る
い
は
一
時
的
な
も
の
で
あ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
幕
i
藩
の
縦
の
関
係
で
説

明
付
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
右
の
ご
と
き
、
他
藩
の
侍
が
別
の
大
名
・
旗
本
領
、
幕
領
等
に
日
常
的
に
入
り
込
む
ケ
ー
ス
と
は
、
事
情
を

異
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
一
年
に
少
な
く
と
も
一
回
は
来
村
し
、
農
民
に
と
り
身
近
で
あ
っ
た
侍
が
、
実
は
そ
の
村
の
領
主
と
無
関
係
の
他
藩
家
中
で
あ
っ
た
と
い
う

こ
の
事
実
は
、
農
民
生
活
史
の
み
な
ら
ず
、
　
「
非
領
国
」
論
、
ひ
い
て
は
幕
藩
野
晒
を
考
え
る
上
で
も
興
味
深
い
。
以
下
、
こ
う
し
た
点
を
念

頭
に
置
き
な
が
ら
、
本
制
度
の
成
立
、
担
当
大
名
、
そ
の
巡
検
区
域
等
の
分
析
に
進
ん
で
み
よ
う
。

　
　
二
　
土
砂
留
管
理
制
度
の
開
始
と
担
当
大
名

　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
爲
　
本
制
度
の
開
始
は
、
既
に
先
行
研
究
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
よ
う
に
、
貞
享
元
（
一
六
八
四
）
年
で
あ
る
。
こ
の
年
、
老
中
よ
り
二
つ
の

　
（「
覚
」
が
発
せ
ら
れ
た
。
一
つ
は
山
城
等
五
ケ
国
の
砂
防
強
化
を
命
じ
た
も
の
、
他
は
、
一
一
名
の
大
名
に
そ
の
管
理
を
命
じ
た
も
の
で
あ

⑨る
。
後
者
を
掲
げ
れ
ば
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　
覚
淀
川
、
大
和
川
え
落
合
い
川
上
之
山
々
、
開
畑
山
畑
停
止
、
向
後
林
に
被
　
仰
付
怖
、
領
内
又
は
其
近
辺
御
料
私
領
共
に
、
手
よ
り
次
第
一
ケ
年
二
三

度
宛
、
家
来
差
遣
、
無
油
断
林
仕
立
降
様
に
可
被
申
付
幹
、
肉
細
井
奉
行
人
申
付
様
等
は
、
御
勘
定
頭
中
え
可
被
相
窺
砕
、
以
上

　
八
月

　
　
　
　
　
　
（
高
久
）
　
　
　
　
　
（
儒
之
）

　
　
　
　
藤
堂
和
泉
守
　
松
平
日
向
守

ユ7（621）



　
　
（
憲
之
）

石
川
主
殿
頭

　
　
（
直
種
）

永
井
日
向
守

　
　
（
直
敬
）

永
井
伊
賀
守

　
　
（
正
陳
）

高
木
大
学

　
　
（
行
隆
）

岡
部
内
膳
正

　
　
（
康
優
）

本
多
隠
岐
守

　
　
（
家
貞
）

植
村
右
衛
門
佐

　
　
（
薄
綱
）

渡
辺
半
次
郎

　
　
（
真
房
）

片
桐
主
膳
正

18 （622）

　
す
な
わ
ち
、
本
史
料
は
、
同
年
三
月
に
坐
せ
ら
れ
た
土
砂
留
管
理
強
化
の
触
を
前
提
と
し
て
、
畿
内
・
近
国
の
＝
名
の
大
名
宛
に
、
淀
川

・
大
和
川
へ
落
合
う
川
上
山
々
を
、
年
に
二
・
三
度
宛
巡
回
す
べ
し
と
し
、
さ
ら
に
巡
回
区
域
や
奉
行
人
申
付
け
等
に
つ
い
て
は
、
勘
定
頭
よ

り
指
示
を
受
け
る
べ
し
、
と
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
貞
享
元
年
の
「
覚
」
、
な
か
ん
づ
く
右
引
用
史
料
の
指
示
す
る
と
こ
ろ
は
、
前
章
で
見
た
土
砂
留
役
人
巡
検
と
合
致
し
て
お
り
、
か

か
る
制
度
の
淵
源
は
、
こ
の
年
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
時
、
管
理
を
命
じ
ら
れ
た
一
一
名
の
大
名
の
居
城
を
記
せ
ば
．
藤

堂
（
憐
勢
安
濃
津
）
、
松
平
（
大
和
郡
山
）
、
石
川
（
山
城
淀
）
、
本
多
（
近
江
膳
所
）
、
永
井
日
向
（
摂
津
高
槻
）
、
植
村
（
大
和
高
取
）
、
永
井

伊
賀
（
河
内
の
内
）
、
渡
辺
（
河
内
大
井
）
、
高
木
（
河
内
丹
南
）
、
片
桐
（
大
和
小
泉
）
、
岡
部
（
和
泉
岸
和
田
）
で
あ
る
、
な
お
、
し
た
が
っ

て
こ
の
制
度
は
、
厳
密
に
言
え
ば
、
担
当
大
名
に
よ
る
土
砂
留
の
分
担
管
理
制
度
と
で
も
す
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
繁
雑
ゆ
え
、
以
下
便
宜
的

に
土
砂
貿
管
理
制
度
と
呼
ん
で
お
き
た
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
貞
享
元
年
と
い
う
年
、
お
よ
び
そ
の
前
後
の
問
題
に
つ
い
て
若
干
触
れ
て
お
く
な
ら
ば
、
丁
度
同
じ
こ
の
年
、
前
年
の
若

年
寄
稲
葉
正
門
等
に
よ
る
摂
河
川
筋
巡
見
を
受
け
て
、
河
村
瑞
賢
の
指
揮
に
よ
り
淀
川
河
口
改
修
事
業
が
着
手
さ
れ
て
い
る
。
周
知
の
ご
と
く

こ
の
事
業
は
、
大
坂
お
よ
び
そ
の
周
辺
地
域
を
水
害
か
ら
守
り
、
ま
た
円
滑
な
河
川
・
海
上
交
通
を
企
図
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
天
下
の
台
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

大
坂
の
発
展
に
と
っ
て
大
き
な
画
期
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
本
土
砂
留
管
理
命
乞
が
、
こ
の
事
業
の
開
始
と
時
を
同
じ
く
し
て
制
度
化
さ

れ
た
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
偶
然
の
こ
と
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
本
制
度
は
そ
の
よ
う
な
水
害
、
水
上
交
通
阻
害
の
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原
因
と
な
る
土
砂
流
出
防
止
を
こ
そ
、
目
的
と
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
土
砂
留
管
理
態
度
は
、
ま
さ
に
大
坂
を
中
心
と
す
る
河
川
行
政

本
格
化
の
一
環
と
し
て
、
河
口
改
修
工
事
と
連
動
し
つ
つ
三
号
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
ω
　
さ
て
、
問
題
の
担
当
区
域
、
右
「
覚
」
に
即
し
て
言
え
ば
「
山
江
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
一
体
ど
の
よ
う
に
設
定
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。

　
（
以
下
こ
の
点
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
。
主
た
る
素
材
は
、
　
『
京
都
御
役
所
向
大
概
覚
書
』
三
、
　
「
五
畿
内
川
筋
土
砂
留
之
事
」
に
掲
載
さ
れ

　
　
　
　
　
⑪

た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
史
料
を
示
す
。

　
貞
享
元
子
六
月

　
　
　
一
砂
留
給
所
方
江
被
　
仰
付
瞥
川
筋
向
寄

山
域

大
和

大
和

河
内

山
城

河近近
内江江

河
内

摂
津

相
楽
郡

　
　
　
（
式
）

添
上
・
試
上
・
山
辺

　
　
　
　
　
（
式
）
郡

十
市
・
広
瀬
・
試
下

雫
雫
郡

平
群
大
県
・
安
宿
部
郡

綴
喜
．
紀
伊
郡

久
世
・
宇
治

栗
太
郡

栗
太
・
滋
賀
郡

石
川
郡

藷
．
八
上
郡

若
江
・
錦
部

住
吉
郡

藤
堂
和
泉
守

本
多
信
濃
守

松
平
丹
波
守

本
多
下
総
守

岡
部
美
濃
守

19 （623）



河
内

摂山
津城

大
和

河河河
内内内

交
野
・
讃
轟

茨
田

乙
訓
郡

嶋
上
・
嶋
下
郡

高
市
・
忍
海
郡

葛
上
高
安
・
河
内
郡

　
　
　
（
紀
）

古
市
・
志
記
郡

丹
南
・
丹
北
郡

永
井
伊
豆
守

永
共
文
九
郎

植
村
右
衛
門
佐

　
さ
て
、
本
史
料
は
、
冒
頭
文
言
か
ら
、

月
付
け
「
覚
」
と
比
較
し
て
み
る
と
、

担
当
大
名
数
は
同
じ
で
あ
る
も
の
の
、

に
共
通
す
る
姓
に
つ
い
て
も
、
官
途
名
工
が
異
な
る

あ
る
の
で
あ
る
。

　
だ
が
、
結
論
を
先
に
言
え
ば
、
本
史
料
は
、
記
述
さ
れ
た
時
期
は
後
年
な
の
で
あ
る
が
、
そ
の
時
の
状
況
を
記
し
て
は
お
ら
ず
、
開
始
期
の

あ
り
様
を
投
影
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
説
明
が
や
や
事
項
に
な
る
が
、
以
下
述
べ
て
み
よ
う
。
ま
ず
始
め
に
、
本
史
料
の
記
述
時
期
を
大

名
官
途
名
か
ら
探
る
と
、
正
徳
四
（
一
七
一
四
）
～
享
保
二
（
一
七
一
七
）
年
を
得
る
。
こ
れ
は
、
出
典
『
京
都
御
役
所
向
大
概
覚
書
』
自
体
の
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

立
年
代
（
享
保
二
年
中
に
出
来
）
と
も
合
致
す
る
。
次
に
、
で
は
こ
れ
ら
大
名
衆
・
巡
検
郡
が
、
正
徳
末
～
享
保
初
年
の
実
状
を
示
し
た
も
の

か
を
検
討
す
る
と
、
そ
う
で
は
な
い
こ
と
が
判
明
す
る
。
そ
れ
は
、
た
と
え
ば
、
こ
こ
で
は
河
内
国
交
野
郡
担
当
と
し
て
永
井
氏
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
が
、
同
国
同
仁
津
田
村
村
役
人
の
日
記
に
よ
れ
ば
、
当
郡
は
す
で
に
元
禄
八
（
一
六
九
五
）
年
よ
り
淀
石
川
氏
に
担
当
替
え
に
な
っ
て
い

片
桐
石
見
守

渡
辺
備
中
守

高
木
主
水
正

　
制
度
開
始
時
の
担
当
大
名
、
お
よ
び
巡
検
郡
を
記
し
て
い
る
か
に
思
わ
れ
る
が
、
先
の
貞
享
元
住
、
八

た
と
え
ば
、
郡
分
け
が
貞
享
元
年
六
月
に
仰
付
け
ら
れ
た
と
し
て
い
る
（
実
際
は
同
年
八
月
以
降
）
、

先
「
覚
」
宛
所
の
一
人
石
川
主
殿
頭
は
こ
こ
に
は
な
く
、
逆
に
本
多
氏
が
二
名
に
な
っ
て
い
る
、
宿
老

　
　
　
　
　
（
渡
辺
半
次
郎
－
同
備
中
守
、
片
桐
主
膳
正
－
同
石
見
守
な
ど
）
等
々
、
多
く
の
差
異
が

20　（624）
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　　〈表2＞　貞享元年「覚書」・r京都御役所向大概覚書』登場大名対照表　　　さ

居城剛轍年八・・覚訓・京都醐・略書磯
伊勢・安濃津　離糠守（高久）離線守㈱）畠
　大和・郡山松平日向守（信之）本多信濃守（忠直）で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松平丹波守（光照）　　は　山城・淀　　　石川主殿頭（憲之）

　近江・膳所　 本多隠岐守（康慶）　本多下総守（康命）　な
　摂津・高槻　　　永井日向守（王種）　　永井文九郎（直隠）　　い
　大　和・高　取　　　　植村右衛門佐（家貞）　　植村右衛門佐（家敬）　　か
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

響内脊難蹴齢購麟麓薦瓢鶉あ
　河内・丹南　　高木大学（正義）　高木主水正（主家）　想
　大和・小泉片桐主膳正（貞房）片桐石見守（貞起）定
　和泉・岸和田岡部内膳正（行隆）岡部美濃守（長瀞）で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あ
　＊永井直敬は，貞：享4（1687）年，下駈鳥山に転封し，さらに播磨赤穂，る
　儒濃飯山，武蔵岩槻と転じ，正徳末～享保初年永井伊豆守直陳の時は武　　　。

　蔵岩槻に本拠があった。ただし下野鳥山転封後も摂津に6千石余，河内　　そ

　に3千石余を領し，河内茨田郡佐太に陣屋を置いていた（r寛政重修諸　　こ

　家譜』，r大阪府引導』より）。で　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　以ま制　わの黒く津　 と従裏み．先

報藩呈難語提議ぞ擁貧
愛しを始’かっと初　 ’わ穿る’下
川ば、時史らて⑮しの西本け直こく一
を．迚ﾍの料で’て担成史ですと表と
見く川担のあ他山当両墾あごが2本
るこ流当阿る大城大単記るとで〉史
との路大格。名乙名を載。にきの料
’図を名確　 ・訓・加巡　よるごに
瀬をも・定　巡’巡筆検　り。と登
田眺合巡に　検摂検す郡　 ’すく場
川めわ検手　郡津郡るに　辱なきす
・てせ鶴間　部嶋を必つ　購われる
宇み関の取　分上掲襲い　当ちい大
治よ係全っ　の　げがて　初、に名
川う声貌た　　1鳴るあは　の我対を
と。郡をが　月下覚る’　誰々応’
呼図知’かに書。高当はす系ば　にるこ　ら加類と槻　大本る譜
慧　華濡　磐露奔　鴛柱
上　 とが果　て右れの氏　巡大が城
流　〈可’　も　ばは担　検名判に域　 図能我　 ’郡”当　郡繰りよに　 2と々　記を総本郡　 をを’つ
つ　〉なは　出挙て史部　復〈右てい　 をっ貞　漏げ細雪分　元表の整
て　得た享　れて槻とに　で2想理
は　る。元　とい永同’　き〉定し
、　。い年　思る井じ摂　るにをて

で
は
、
本
史
料
は
一
体
何
を
示
そ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
か
。
こ
こ
で
考
え
ら
れ
る
の
が
、
こ
れ
は
開
始
当
初
の
状
況
を
当
該
段
階
に
投
影

　
　
⑬

る
こ
と
、
ま
た
、
こ
こ
で
高
木
氏
担
当
と
な
っ
て

年
頃
よ
り
岸
和
田
岡
部
氏
の
役
人
が
巡
検
し
て
い

る⑭い
、　る

等河
内
国
丹
南
郡
に
も
、

に
よ
る
。

他
の
地
方
史
料
に
よ
れ
ば
、
少
な
く
と
も
元
禄
七
（
一
六
九
四
）
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d

膳
所
本
多
氏
・
淀
石
川
氏
が
分
担
、

淀
川
に
な
っ
て
よ
り
の
右
岸
お
よ
び

河
口
は
高
槻
永
井
氏
、
左
岸
は
永
井

伊
賀
が
担
当
、
ま
た
淀
川
に
合
流
す

る
木
津
川
流
域
は
、
伊
勢
安
濃
津
藤

堂
氏
の
受
持
ち
と
な
っ
て
い
る
。
一

方
大
和
川
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
上
流

域
を
高
取
植
村
氏
お
よ
び
藤
堂
氏
が

分
担
し
、
大
和
・
河
内
国
境
地
域
は

郡
山
松
平
氏
が
、
下
流
域
は
小
泉
片

桐
・
岸
和
田
岡
部
氏
が
担
当
し
て
い

る
。
ま
た
南
河
内
を
貫
流
し
大
和
川

に
合
流
す
る
石
川
流
域
に
つ
い
て
は
、

岡
部
・
渡
辺
・
本
多
氏
が
宛
て
ら
れ
、

さ
ら
に
狭
山
池
よ
り
北
流
し
同
じ
く

大
和
川
に
合
流
す
る
西
除
・
東
除
川
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メ
、
5
～
、
、
豪

’

関
係
郡
々
は
、
岡
部
氏
お
よ
び
丹
南
高
木
氏
の
管
理
区
域
と
な
っ
て
い
る
。

　
岡
部
氏
担
当
郡
の
分
散
、
膳
所
本
多
氏
の
石
川
郡
担
当
な
ど
、
河
内
に
つ
い
て
は
や
や
統
一
を
欠
く
も
の
の
、

い
て
郡
切
り
で
分
担
し
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

お
お
む
ね
河
川
流
路
に
基
づ



土砂留役人と農民（水本）

　
の
　
と
こ
ろ
で
、
右
の
〈
図
2
＞
と
も
関
わ
っ
て
、
分
担
郡
と
、
彼
等
＝
名
の
領
地
と
の
関
係
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。

　
（
日
下
村
乃
至
河
内
郡
に
お
い
て
並
大
名
所
属
役
人
が
巡
検
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
前
節
で
指
摘
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
他
の
地
域
は
ど
う
か
。

一
例
と
し
て
、
郡
山
藩
松
平
残
の
場
合
を
取
上
げ
て
み
よ
う
。

　
　
　
大
和
、
河
内
砂
留
見
分
日
向
守
請
取
之
揚
所

　
　
和
州

　
　
一
添
下
郡

　
　
同
国

　
　
　
一
平
群
郡

　
　
同
園

　
　
　
一
葛
下
郡

　
　
河
州

　
　
　
一
大
県
郡

　
　
同
国

　
　
　
一
安
宿
部
郡

　
　
　
　
已
上

　
　
　
　
　
大
和
河
内
砂
留
見
分
揚
所

　
　
　
和
州

　
　
　
添
下
郡
　
高
三
万
九
千
九
百
五
拾
壱
石
三
斗
四
升
壱
合

　
　
　
　
　
　
　
　
内

　
　
　
　
　
　
　
高
弐
万
三
千
六
百
五
拾
三
石
壱
斗
九
升
ハ
　
郡
山
領

　
　
　
一
平
群
郡
　
高
弐
万
九
千
七
百
九
拾
七
石
弐
合
　
七
千
百
四
石
加
斗
九
升
ハ
郡
山
領

　
　
　
一
葛
下
郡
　
高
四
万
三
千
百
弐
石
七
斗
七
升
三
舎

　
　
　
　
　
　
　
　
内

　
　
　
　
　
　
　
壱
万
八
千
五
拾
四
石
三
斗
六
升
四
合
ハ
　
郡
山
領

　
　
　
　
　
　
高
合
拾
壱
万
弐
千
八
百
五
拾
壱
石
入
升
六
合
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＜表3＞　摂河村々の領主と土砂留担当大名（貞享元年）
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内

　
　
　
　
　
　
　
四
万
八
千
八
百
拾
壱
石
七
斗
四
升
四
合
　
郡
山
領

　
　
河
内

　
　
一
大
県
郡
　
　
高
四
千
四
百
三
石
四
斗
壱
升
五
合
九
勺
七
才

　
　
同
国

　
　
一
安
宿
部
郡
　
　
肯
同
弐
千
三
｝
日
拾
山
公
右
弐
斗
士
鷹
升
七
合

　
　
　
　
　
　
　
高
合
六
千
七
百
拾
九
石
六
斗
三
升
二
合
九
勺
七
才

　
　
　
　
高
都
合
拾
壱
万
九
千
五
百
七
拾
石
七
斗
壱
升
八
合
九
勺
七
才

『
武
譲
制
録
』
巻
三
五
に
収
録
さ
れ
た
本
史
梅
は
・
年
代
を
欠
い
て
は
い
る
も
の
の
・
単
向
守
」
（
松
平
信
之
）
が
貞
享
二
（
エ
ハ
会
）

年
に
は
下
総
国
古
河
に
移
封
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
混
血
以
下
の
事
々
は
、
後
述
す
る
ご
と
く
以
後
も
城
主
に
関
わ
り
な
く
郡
山
藩
担
当
で

　
　
　
⑰

あ
る
こ
と
、
な
ど
か
ら
見
て
、
貞
享
元
年
本
制
度
開
始
時
の
も
の
と
し
て
よ
い
。

　
さ
て
、
松
平
氏
は
大
和
三
郡
、
河
内
陶
歯
の
（
土
）
砂
留
を
管
理
し
た
の
で
あ
る
が
、
本
史
料
を
一
読
し
て
明
ら
か
な
ご
と
く
、
担
当
郡
と

自
立
と
は
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
大
和
三
郡
に
つ
い
て
言
え
ば
、
う
ち
自
動
は
石
高
に
し
て
四
割
強
を
占
め
る
に
留
ま
り
、

河
内
鳴
謝
に
関
し
て
は
全
く
領
地
を
持
っ
て
い
な
い
。
先
の
〈
図
2
＞
に
よ
れ
ば
、
こ
の
河
内
二
郡
は
大
壷
に
隣
接
し
、
か
つ
大
和
川
の
河
内

側
流
路
に
位
置
し
て
い
る
か
ら
、
そ
の
故
を
以
っ
て
彼
の
担
当
郡
と
さ
れ
た
に
違
い
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
分
割
は
、
結
果
と
し
て
こ

の
よ
う
な
、
担
当
大
名
を
し
て
自
ら
と
関
係
な
い
郡
々
の
巡
検
と
い
う
事
態
を
招
来
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
松
平
氏
の
領
地
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

右
大
和
三
郡
の
外
、
同
国
墜
下
・
広
瀬
・
十
市
郡
、
お
よ
び
河
内
讃
良
郡
に
跨
が
る
が
、
一
下
以
下
大
和
三
郡
は
藤
堂
属
の
、
ま
た
河
内
平
良

は
永
井
伊
賀
守
の
担
当
郡
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
、
担
当
郡
と
担
当
大
名
領
と
の
関
係
を
、
摂
河
二
国
に
限
っ
て
で
は
あ
る
が
整
理
し
た
も
の
を
、
　
〈
表
3
＞
と
し
て
掲
げ
た
。
領

主
不
明
村
が
少
な
か
ら
ず
あ
り
、
ま
た
分
村
年
代
不
明
村
の
存
在
な
ど
、
正
確
は
期
せ
ぬ
が
、
大
ま
か
な
傾
向
は
十
分
観
取
で
き
る
の
で
あ
っ

て
、
す
な
わ
ち
そ
れ
は
、
担
当
大
名
と
担
当
郡
と
の
関
係
の
薄
さ
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
両
老
の
関
係
が
最
も
密
接
な
く
摂
津
国
争
上
郡
一
永
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土砂留役人と農民（水本）

井
日
向
守
〉
に
し
て
も
、
重
複
軍
士
は
全
体
の
七
割
に
満
た
な
い
し
、
そ
れ
で
す
ら
、
　
〈
河
内
国
丹
南
郡
一
高
木
大
学
〉
の
五
五
パ
ー
セ
ン
ト

弱
の
関
係
度
と
と
も
に
、
全
体
の
中
で
は
極
め
て
特
殊
な
例
に
属
す
る
。
大
名
単
位
で
こ
れ
を
見
れ
ば
、
〈
永
井
伊
賀
守
－
担
当
轟
々
〉
の
一
三

パ
ー
セ
ン
ト
強
が
最
高
で
あ
っ
て
、
そ
も
そ
も
二
一
郡
中
、
過
半
の
一
二
郡
は
、
そ
の
内
に
一
村
も
担
当
大
名
領
を
含
ん
で
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
本
制
度
は
、
担
当
大
名
領
と
そ
の
担
当
郡
に
つ
い
て
、
全
く
配
慮
が
な
か
っ
た
と
は
い
え
ぬ
に
し
て
も
、
む
し
ろ
両
老
の
ギ

ャ
ッ
プ
を
前
提
、
容
認
し
つ
つ
定
立
さ
れ
た
、
と
し
て
差
支
え
な
い
だ
ろ
う
。
第
一
節
で
見
た
、
日
下
村
、
河
内
郡
に
お
け
る
土
砂
留
役
人
所

属
大
名
と
各
村
領
主
と
の
乖
離
も
、
本
制
度
が
本
来
的
に
有
し
た
特
質
の
一
表
象
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
三
　
担
当
大
名
・
巡
検
郡
の
変
遷

　
さ
て
、
前
節
で
述
べ
た
が
ご
と
き
土
砂
留
管
理
制
度
に
お
け
る
担
当
大
名
・
巡
検
郡
は
、
そ
の
後
如
何
な
る
変
遷
を
辿
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

日
下
村
地
域
に
即
し
て
見
れ
ば
、
第
一
節
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
享
保
期
に
は
岸
和
田
岡
部
氏
家
中
の
巡
検
を
受
け
て
い
た
が
、
こ
の
河

内
郡
は
当
初
は
大
稲
小
泉
の
片
桐
貞
房
担
当
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
他
に
も
か
か
る
交
替
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
以
下
本
節

で
は
、
幾
つ
か
の
史
料
を
示
し
つ
つ
、
そ
の
後
の
担
当
大
名
・
巡
検
郡
に
つ
い
て
追
っ
て
み
た
い
。

　
　
　
侮
　
ま
ず
、
そ
の
後
の
担
当
大
名
．
巡
検
郡
を
示
す
と
思
わ
れ
る
史
料
を
黒
点
掲
げ
る
。

①
　
摂
河
両
国
山
々
砂
留
場

　
摂
州
　
　
　
同
　
　
　
河
州
　
　
河
州

　
一
島
上
郡
　
島
下
郡
　
讃
良
郡
　
交
野
郡

河
内
郡
錦
部
郡

河
州大
県
郡
安
宿
郡

同
古
市
郡

同
石
川
郡

　
　
　
河
州

高
安
郡
　
丹
南
郡

永
井
豊
熊

石
川
主
殿
頭

岡
部
美
濃
守

本
多
能
登
守

渡
辺
主
殿

本
多
隠
岐
守
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山
城
大
和
近
江
砂
留
場

　
城
州
　
　
　
和
州
　
同
　
　
岡

　
　
相
楽
郡
　
添
上
　
広
瀬
　
十
市

　
和
州
　
同

　
　
（
式
）
　
（
式
）

　
　
誠
上
　
城
下

　
　
　
　
（
紀
伊
）
　
　
　
同

婚
　
　
綴
喜
　
紅
井
　
久
世
　
宇
治
郡

　
箱
州
　
同
　
　
同

　
　
添
下
　
平
群
　
葛
下
郡

　
　
高
市
　
葛
上
　
忍
海
郡

　
江
州
（
太
）

　
　
栗
田
郡
　
志
賀
郡

　
城
州

　
　
乙
訓
郡

②
一
摂
河
山
之
土
砂
留
場
所

　
　
　
摂
州
嶋
下
郡

　
　
　
摂
弱
嶋
上
郡

　
　
　
河
弱
茨
田
郡

　
　
　
河
弱
讃
良
郡

　
　
右
者
永
井
豊
熊
殿
御
承
リ
場

　
　
　
河
弱
交
野
郡

　
　
右
者
石
州
主
殿
頭
殿
御
承
リ
場

　
　
　
河
弼
河
内
郡

　
　
　
同
国
高
安
郡

　
　
　
同
国
錦
部
郡

　
　
　
同
国
丹
南
郡

同山
辺
　
　
藤
堂
和
泉
守

江
州
（
太
）

栗
田
郡
　
石
川
主
殿
頭

　
　
　
　
本
多
能
登
守

　
　
　
　
植
村
新
六
郎

　
　
　
　
本
多
隠
岐
守

　
　
　
　
永
井
豊
熊
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右
者
岡
部
美
濃
守
殿
御
承
リ
場

　
　
　
河
湯
大
県
郡

　
　
　
同
国
安
宿
郡

　
　
右
者
本
多
能
登
守
殿
御
承
リ
場

　
　
　
河
弱
古
市
郡

　
　
　
同
国
石
川
郡

　
　
右
者
本
多
隠
岐
守
殿
御
承
リ
場

③
摂
河
山
方
土
砂
留
所

　
一
（
略
）

　
　
　
土
砂
留
承
大
名

　
　
　
交
野
郡

　
河
州
大
県
郡
　
　
　
　
　
稲
葉
丹
後
守
承

　
　
　
安
宿
部
郡

　
　
　
茨
田
郡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
井
日
向
守
承

　
同
州

　
　
　
讃
良
郡

　
　
　
嶋
上
郡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
同
人
承

　
摂
州

　
　
　
嶋
下
郡

　
　
　
丹
南
郡

　
　
　
河
内
郡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
部
美
濃
守
承

　
河
州

　
　
　
錦
部
郡

　
　
　
高
安
郡
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石
川
郡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
隠
岐
守
承

　
同
州

　
　
　
古
市
郡

　
　
　
武
庫
郡

　
摂
州
有
馬
郡
　
　
　
　
　
松
平
遠
江
守
承

　
　
　
川
辺
郡

　
　
　
　
此
三
郡
土
砂
留
者
、
享
保
十
一
午
年
汐
始
ル

　
同
州
兎
原
郡
　
　
　
　
　
右
同
人
承

　
　
　
　
武
庫
郡
兎
原
郡
境
論
有
之
、
裁
許
之
上
寛
延
三
午
年
澄
平
原
郡
之
内
置
土
砂
留
場
相
懸
り
静

④
一
（
略
）

　
　
　
　
摂
河
土
砂
留
承
之
大
名
衆
之
覚

　
　
　
丹
南
郡

　
　
　
高
安
郡

河
州
河
内
郡
　
　
岡
肇
濃
守

　
　
　
錦
部
郡

　
　
　
石
川
郡

河
州
嘉
郡

　
　
交
野
郡

河
州
大
県
郡

　
　
茨
田
郡

河
州
讃
良
郡

　
　
鳩
上
郡

本
多
下
総
守

稲
葉
丹
後
守

永
井
日
向
守
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右
　
同
　
人

　
　
摂
州

　
　
　
　
嶋
下
郡

　
　
　
　
武
庫
郡

　
　
　
　
有
馬
郡

　
　
摂
州
川
辺
郡
　
松
平
遠
江
守

　
　
　
　
兎
原
郡

　
　
　
　
　
　
　
（
朱
轡
）

　
　
　
　
　
　
　
〔
寛
延
三
庚
午
年
二
月
汐
相
増
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
軽
）

　
　
　
但
、
武
庫
川
筋
雲
砂
留
之
儀
者
、
享
保
十
一
年
午
七
月
、
初
弼
遠
江
守
承
二
被
　
仰
付
怖
、
委
細
ハ
武
庫
川
塵
土
砂
留
之
儀
被
　
仰
渡
静
一
件
留
張
二

　
　
　
有
之

　
　
右
之
通
当
時
被
相
勤
静
、
山
方
土
砂
留
之
御
条
目
相
渡
有
之
い
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
以
上
、
管
見
の
限
り
で
拾
い
え
た
史
料
四
点
を
掲
げ
た
。
こ
れ
ら
を
中
心
的
素
材
と
し
て
、
以
下
そ
の
後
の
変
遷
を
辿
ろ
う
と
思
う
が
、
こ

れ
ら
に
つ
い
て
も
各
々
時
期
確
定
が
必
要
ゆ
え
、
ま
ず
そ
れ
か
ら
始
め
る
。

　
切
　
最
初
に
掲
げ
た
史
料
①
は
、
『
大
阪
編
年
史
』
六
、
元
禄
元
（
一
六
八
八
）
年
三
年
条
（
典
拠
「
御
城
代
御
支
配
所
万
覚
」
）
に
見
え
る
も
の

　
（
　
⑳

で
あ
る
が
、
こ
れ
は
左
の
幾
つ
か
の
理
由
に
よ
っ
て
、
元
禄
元
年
で
は
な
く
、
警
告
（
一
六
九
五
）
～
同
九
年
頃
の
担
当
大
名
・
巡
検
郡
を
示
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ω
元
禄
元
年
当
時
、
河
内
国
交
野
郡
担
当
は
永
井
伊
賀
守
で
あ
っ
て
、
永
井
黒
熊
・
石
川
主
殿
頭
で
は

　
⑳
な
い
。
㈲
登
場
大
名
八
名
の
官
途
名
の
交
錯
は
元
禄
八
～
九
年
で
あ
る
。
働
こ
の
元
禄
八
～
九
年
は
、
交
野
郡
津
田
村
地
域
の
永
井
俳
賀
守
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

り
石
川
主
殿
頭
へ
の
移
管
の
時
期
（
元
禄
八
年
四
月
以
降
）
と
も
合
致
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

　
史
料
②
は
、
　
「
大
坂
澗
方
役
手
控
」
の
表
題
を
持
つ
年
玉
史
料
よ
り
、
担
当
大
名
・
巡
検
郡
部
分
を
抜
き
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
史
料
の

示
す
時
期
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
史
料
①
と
比
較
し
た
場
合
、
渡
辺
主
殿
の
欠
落
を
除
き
一
致
す
る
と
こ
ろ
が
ら
、
ほ
ぼ
同
時
期
の
も
の
と
推
定

で
き
、
つ
い
で
官
途
名
よ
り
元
禄
八
（
一
六
九
五
）
～
同
一
四
（
一
七
〇
一
）
年
の
範
囲
を
得
る
。
そ
し
て
更
に
こ
の
範
囲
を
狭
め
る
べ
く
、
本
史

料
記
載
の
他
事
項
を
吟
味
す
る
に
、
こ
れ
が
明
暦
元
（
一
六
五
五
）
年
朝
鮮
通
信
使
来
朝
の
四
七
年
後
、
つ
ま
り
元
禄
一
五
（
一
七
〇
二
）
年
に
記
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＠

さ
れ
た
こ
と
を
確
定
で
き
、
し
た
が
っ
て
本
史
料
は
、
右
籟
囲
の
う
ち
で
も
後
半
期
、
な
か
ん
づ
く
元
禄
一
四
年
頃
の
あ
り
様
を
示
し
た
も
の

と
判
断
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
坂
町
牽
行
松
平
貴
強
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
史
料
③
。
こ
れ
は
、
天
明
七
（
一
七
八
七
）
年
一
一
一
月
の
日
付
け
を
持
つ
「
松
平
石
見
守
殿
御
初
入
二
付
差
出
御
覚
書
」
に
見
え
る
も
の
で
、

後
段
記
事
に
よ
れ
ば
、
享
保
一
一
（
一
七
二
六
）
年
よ
り
摂
津
国
武
庫
・
有
馬
・
川
辺
三
郡
が
、
ま
た
寛
延
三
（
一
七
五
〇
）
年
よ
り
同
国
護
憲
郡

が
巡
検
郡
に
加
え
ら
れ
た
こ
と
も
判
明
す
る
。
さ
て
、
本
史
料
記
載
大
名
・
巡
検
郡
が
い
つ
の
時
期
の
も
の
か
に
つ
い
て
、
稲
葉
丹
後
以
下
の

官
途
名
交
錯
期
を
先
と
同
様
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
て
調
べ
る
と
、
天
明
五
（
一
七
八
五
）
年
以
後
に
お
い
て
交
錯
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な

り
、
結
局
本
史
料
は
、
大
坂
町
奉
行
松
平
貴
強
着
任
時
に
お
け
る
摂
河
土
砂
留
巡
検
郡
・
担
当
大
名
を
記
し
た
も
の
と
判
断
で
き
る
。
ち
な
み

に
彼
等
の
居
域
を
示
せ
ば
、
稲
葉
丹
後
守
（
淀
）
、
永
井
日
向
守
（
高
槻
）
、
岡
部
美
濃
守
（
岸
和
田
）
、
本
多
隠
岐
守
（
膳
所
）
、
松
平
遠
江
守

（
尼
崎
）
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
最
後
に
掲
げ
た
史
料
④
は
、
　
『
大
阪
市
史
』
第
五
所
収
「
川
筋
御
用
覚
書
」
よ
り
引
用
し
た
。
本
史
料
に
つ
い
て
は
、
文
末
文
言
「
右
導
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
、
　
、

〈表4＞　「用筋御用覚書」登場大名官職名三

三　多康　禎 文化3．11芝之を継ぐ

天保工0　下総守で登場

永　井直　近1文化6．8　日向守で致仕

稲　葉　正　備1文化3．11日後守で登場

左膳で登場

後に美濃守

岡　部　長　慎1文化2

松平忠到文化10・礎江守で灘
（注）　『徳川実滞己索引』　『武鑑』による。

当
時
被
相
霊
峰
」
の
「
当
時
」
力
三
つ
で
あ
る
か
が
問
題
で
あ
る
。
出
典
「
川
筋
御
用
覚
書
」
記
事
の

最
後
が
元
文
二
（
一
七
三
七
）
年
で
あ
る
と
こ
ろ
が
ら
、
そ
の
時
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
　
『
寛
政
重
油
諸

家
譜
』
に
て
検
索
し
て
み
る
と
、
そ
も
そ
も
寛
政
期
ま
で
に
、
こ
れ
ら
大
名
が
共
存
す
る
時
期
は
な
い
。

そ
こ
で
、
そ
れ
以
後
に
お
け
る
彼
等
の
共
存
期
を
探
る
と
、
上
表
の
ご
と
く
、
一
応
の
可
能
性
と
し
て

文
化
三
（
一
八
〇
六
）
～
同
六
年
の
範
囲
を
得
る
。
そ
し
て
、
こ
の
可
能
性
を
傍
証
す
べ
く
、
出
典
「
川

筋
御
用
覚
書
」
の
本
来
の
典
拠
た
る
「
町
奉
行
所
旧
記
」
編
纂
時
期
に
思
い
を
致
し
て
み
る
と
、
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

が
文
化
五
（
一
八
○
八
）
年
で
あ
っ
た
こ
と
を
ほ
ぼ
認
め
る
こ
と
が
で
き
、
よ
っ
て
本
史
料
は
、
文
化
五

年
に
近
い
「
当
時
」
の
巡
検
郡
・
担
当
大
名
を
記
し
た
も
の
と
判
断
し
う
る
。

　
、
り
　
如
上
の
検
討
に
よ
っ
て
我
々
は
、
開
始
よ
り
後
期
に
至
る
関
係
史
料
を
幾
つ
か
手
に
し
え
た
わ

　
（
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け
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
を
年
代
順
に
並
べ
る
と
そ
こ
に
ど
の
様
な
変
化
を
見
出
し
う
る
で
あ
ろ
う
か
。
貞
享
元
年
開
始
時
の
担
当
大
名
・
巡
検

郡
、
お
よ
び
散
見
す
る
地
方
史
料
記
事
を
も
惑
わ
せ
、
作
成
・
表
記
し
た
の
が
く
蓑
5
＞
で
あ
る
。
以
下
、
本
署
に
よ
っ
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

史
料
の
偏
在
に
よ
り
、
ま
ず
摂
河
両
国
か
ら
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
摂
河
両
国
に
あ
っ
て
、
貞
享
元
年
開
始
期
か
ら
元
禄
後
期
に
至
る
時
期
に
特
徴
的
な
点
は
、
開
始
時
巡
検
郡
と
さ
れ
た
諸
郡
中
、
摂
津
国
倥

吉
・
東
成
・
西
成
、
河
内
国
若
江
・
渋
川
・
志
紀
・
八
上
・
丹
北
の
八
郡
が
巡
検
か
ら
除
外
さ
れ
た
こ
と
、
お
よ
び
担
当
大
名
の
う
ち
、
片
桐

・
渡
辺
・
高
木
の
三
農
が
そ
の
任
を
解
か
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
も
と
も
と
こ
れ
ら
郡
々
が
、
土
砂
留
と
は
直
接
的
な
関
わ

り
が
少
な
く
、
む
し
ろ
流
出
土
砂
の
堆
積
に
よ
っ
て
被
害
を
受
け
る
位
置
に
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
貞
享
四
（
一
六
八
七
）
年
、
大
坂
町
奉
行
所
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
川
奉
行
が
置
か
れ
、
川
中
仕
置
、
堤
川
除
普
請
が
本
格
化
し
た
こ
と
、
な
ど
に
基
づ
く
と
思
わ
れ
る
。

　
後
者
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。
片
桐
品
等
の
解
任
が
、
一
部
右
巡
検
郡
の
縮
少
と
関
係
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
　
〈
表
5
＞
か
ら
も
読
取

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
れ
の
み
が
原
因
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
彼
等
は
、
引
続
き
巡
検
郡
と
さ
れ
た
河
内
・
高
安
・
古
市

・
丹
南
諸
郡
の
担
当
を
も
外
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
右
丁
々
の
後
任
大
名
（
河
内
・
高
安
－
岡
部
、
古
市
一
本
多
、
丹
南
－
岡

部
）
を
考
え
含
わ
す
な
ら
ば
、
そ
こ
に
、
極
少
大
名
を
外
し
、
畿
内
・
近
国
の
有
力
特
定
大
名
に
担
当
を
集
中
さ
せ
る
幕
府
側
の
意
図
を
窺
う

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
も
そ
も
、
当
初
の
担
当
大
名
＝
名
自
体
、
当
該
地
域
に
居
住
す
る
大
名
を
網
羅
す
る
も
の
で
な
か
っ
た

と
い
う
事
実
（
〈
蓑
6
＞
参
照
）
も
、
こ
れ
を
裏
付
け
る
根
拠
た
り
う
る
で
あ
ろ
う
。
さ
し
あ
た
り
、
右
三
氏
の
解
任
に
つ
い
て
は
、
か
か
る
幕

府
の
意
図
を
そ
の
背
景
に
措
定
し
て
お
き
た
い
。
な
お
、
こ
の
期
、
永
井
伊
賀
守
が
除
任
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
右
動
向
と
は
関
わ
り
な
く
、

彼
の
下
野
国
烏
山
移
封
（
貞
享
四
）
に
伴
な
う
措
置
と
考
え
ら
れ
る
。

　
次
に
、
元
禄
期
よ
り
天
明
・
文
化
期
に
薫
る
変
化
を
見
る
と
、
ま
ず
大
き
な
点
と
し
、
て
、
享
保
一
一
（
一
七
二
六
）
年
よ
り
武
庫
川
に
関
わ
る

摂
津
圏
川
辺
・
武
庫
・
有
馬
三
郡
が
、
ま
た
寛
延
三
（
一
七
五
〇
）
年
よ
り
同
国
兎
原
郡
が
、
い
ず
れ
も
尼
崎
藩
松
平
氏
の
担
当
を
以
っ
て
巡
検

郡
に
加
え
ら
れ
、
同
じ
く
文
化
六
（
一
八
〇
九
）
年
摂
津
国
豊
島
郡
が
高
槻
永
井
茂
の
管
理
下
に
入
っ
て
い
る
。
ほ
か
に
、
河
内
国
安
宿
部
・
大
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〈表5＞担当大名・巡検郡の変遷

国　名　郡名 貞＝享：元　　（1684） 元禄8　　（1695）
～元禄9　（1696＞①

元禄14（1701）頃　　ヲミ明7（1787）　　文｛ヒ5（1808）頃 L
H

ウ 考

摂津 、遡上 永井（高槻） 永井（高槻）・石用（淀） 永井（高槻） 永井（高槻） 永井（高槻）

嶋下 永井（高槻） 永井（高槻）・石川（淀） 永井（高槻） 永井（高槻） 永井（高槻）

東成 永井（高槻）
西　成 永井（高槻）

②

豊嶋 文化6より永井（高槻）

住吉 岡部（岸和田）
川　辺 松平（尼崎） 松平（尼崎） 享保11より③

有馬 松平（尼騎） 松平（尼崎） ク

武庫 松平（尼崎） 松平（尼綺） 〃

兎　原 松平（精騎） 松平（尼蜻） 寛延3より④

河　内　交　野　永井（河内内）

　　　　茨　田　永井（河内内）

　　　　讃　良　永井（河内内）

　　　　河　内　片桐（小　泉）

　　　　高　安　片桐（小　泉）

　　　　若　江　岡部（岸和田）

　　　　渋　川　岡部（岸和田）

　　　　大県松平（郡山）
　　　　安宿部　松平（郡　山）

　　　　志　紀　渡辺（大　井）

　　　　古市渡辺（大井）
　　　　吊上　岡部（岸和田）

　　　　丹　北　高木（丹　南）

　　　　丹　南　高木（丹　南）

　　　　石　川　本多（膳　所）

　　　　錨　部　周部（岸和田）

永井（高槻）・石川（淀）

　　　　？
永井（高槻）・石川（淀）

1園部（岸和田）

岡都（岸和田）

本多（郡　山）

本多（郡　山）

渡辺（大　井）

岡部（岸和田）

本多（階　所）

岡部（岸和田）

石川（淀　）

永井（高槻）

永井（高　槻）

岡部（岸和田）

岡部（岸和田）

稲葉（淀）
永井（高槻）

永井（高槻）

岡部（岸和田）

1聡部（岸和田）

本多（郡　山）　稲葉（淀　）

本多（郡山）稲葉（淀）

木多（繕　所）　本多（膳　所）

稲葉（淀）
永井（高槻）

永井（高　槻）

岡部（岸和田）

岡部（岸和田）

稲葉（淀　）

本多（膳　所）

岡部（摩和田）　岡部（♪琴和田）　岡部（茜圭和田）

本多（膳　所）　本多（膳　所）　本多（丹善　所）

岡部（岸…和田）　岡部（岸和田）　岡部（岸和田）

尤禄7すでに岡部氏⑥

（。。

B，

閨j



山　城

近　江

＝た　和

楽
喜
樵
治
伊
訓

相
綴
久
宇
幽
門

栗　太

滋　賀

上
上
下
辺
瀬
市
山
群
下
市
海
上

添
式
式
山
広
十
添
平
国
産
忍
葛

藤堂（安濃津）

石川（淀　）

石川（淀　）

石川（淀　）

石川（淀　）

永井（高　槻）

本多（難所）・石川（淀）

本多（膳所）

藤堂（安濃津）

藤堂（安濃津）

藤堂（安濃津）

藤堂（安濃津）

藤裳（安濃津）

藤堂（安濃津）

松平（郡　山）

松平（郡　山）

松平（郡　由）

植村（高　取）

植村（高　取）

植村（高　取）

藤堂（安濃津）

石用（淀　）

石用（　淀　）

石川（淀　）

石川（淀　）

永井（高　槻）

本多（膳所）・石川（淀）

本多（膳所）

藤裳（安濃津）

藤堂（安濃津）

藤堂（安濃津）

藤堂（安濃津）

藤堂（安濃津）

藤堂（安濃津）

本多（郡　山）

本多（郡　山）

本多（郡　山）

植村（高　取）

植村（高　取）

植村（高　取）

「綴喜郡……手原川谷目土砂留普諮……淀表江」（元文5）⑥

「久世郡長谷正雀土砂留普請……淀土砂留役人」　（元文5）⑦

「淀土砂留御役人中様」　（元文4．木幡村）⑧，　「淀土砂御奉行様御泊り・御小
休」　（文化2．岡屋村外）⑨

「淀砂留場所」
田原村）⑪

（享保9．関津村）⑩，　「繕所土砂夕方奉行見分」　（文化11．小

「古市土砂留御奉行様」　（天保11。唐古村・西代村）⑫

「京都・古市土砂留役人様御泊り入用」　（安政2．兵圃寸外）⑬

「藤堂和泉守土砂役望月久大夫」　（安永4．河合村外）⑭

「土砂留所……郡山3’……御改御見分」　（慶応3。西大寺村・野神村）⑮

「高取土砂留御奉行様」　（嘉永3．新堂村）⑯

「高取土砂留御奉行様」　（明和7。西北窪村）⑰

露
藁
）
曜
藁
潟
く

（注）

①　嶋上，藪下，交野，讃良四周が，永井・石月1氏の兼担となってい

　るのは，永井伊賀鰹任に伴なう臨時的措置か。

②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧

『箕面市史』　史薯＄旨痛3，　334頁。

『宝塚市史』第5巻，378～379頁。武庫，有馬郡も同様。
「ナ踊筋彼1用忌日」　　（『大阪市史』　第5，　286～287頁）。

『堺市史』続編第4巻，64頁。

「御触書留」　（古久保家文書）。

同上。

『宇治市史』5，389頁。

⑨
⑩
⑪
⑫

⑬
⑭
⑮
⑯
⑰

r同上』同，561頁。

『日本林政史調査資料』彦根藩〔3〕。

『新大津市史』第2編，1，255頁：。

「破損箇所書上帳」　（天理図書館架蔵）宛所。なお，　「古市」は

添上郡古市村。ここに藤堂氏の陣屋があった（「宗照史」甲篇5）。

天理図書館架蔵。

「土砂廻状」　（同上架蔵）差出入名。

「明細娠」　（同上架蔵）より。

r乍恐差上御講書」　（r橿原市史』1，063頁）宛所。

「乍恐以書付奉申上シ｝・」（天理図書館架蔵）宛所。

（①

B。
?）
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σ
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〈表6＞　関係郡居住大名と土砂留担当

国1 郡 1大 名（・・）！謙・外様1鎖

近江 滋賀 本多康慶（6） 譜代 ○

滋賀 黍多忠恒（1） 譜　代 ×

大和 添上 柳生宗在（1） 譜　代 ×

眼下 片桐貞房（124） 外様 ○

添下 松平僑之（8） 譜代 ○

雲上 織田長清（1） 外様 ×

堂上 織田秀一（1） 外様 ×

高市 植村家頁（2．2） 譜代 ○

葛上 永井直円（1） 譜代 X

山城 i久明 石川憲之（・）1 譜代1 ○
摂津 鴎上 隔離（・・） 擁代1 ○
河内 石ノll 渡辺基綱（L35） 譜　代 ○

丹南 北条氏宗（1） 外様 ×

丹南 高木正陳（1） 譜代 ○

永井直敬（3） 譜　代 ○

（注）貞享元（1684）年Nsu時のもの。

　　　巡検郡内居住大名のみ。

　　　領知高はr寛政重修諸家譜』による。

れ
ら
を
繋
い
で
薫
る
と
、
右
三
ケ
国
郡
々
担
当
大
名
は
、
摂
河
と
は
対
照
的
に
、
転
封
に
よ
る
交
替
を
除
い
て

一
貫
し
て
お
り
、
当
初
よ
り
変
化
は
殆
ん
ど
見
ら
れ
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。

査
を
要
す
る
も
の
の
、
全
体
と
し
て
、
こ
れ
ら
三
ケ
国
土
砂
留
管
理
が
安
定
的
で
あ
っ
た
こ
と
は
十
分
指
摘
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

県
二
郡
が
郡
山
藩
よ
り
淀
藩
の
担
当
に
移
り
、
ま
た
天
明
～
文
化
期
、

安
宿
部
郡
が
巡
検
郡
か
ら
外
れ
た
点
も
知
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
変
化

に
つ
い
て
の
詳
細
は
い
ず
れ
も
定
か
で
は
な
い
が
、
全
体
的
に
は
、

巡
検
郡
の
増
加
に
特
徴
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
し
た
が
っ
て
こ
の
期

は
、
元
禄
期
に
確
立
し
た
体
制
の
延
長
上
に
あ
る
と
し
て
よ
い
で
あ

ろ
う
。

　
こ
う
し
た
摂
河
地
域
の
動
向
に
比
し
、
山
城
・
大
和
・
近
江
で
は

ど
う
か
。
こ
れ
ら
三
ケ
国
に
関
し
て
は
、
摂
河
の
ご
と
き
包
括
的
史

料
に
乏
し
い
た
め
、
元
禄
期
以
降
の
変
遷
を
還
魂
し
に
く
い
の
で
あ

る
が
、
村
々
に
残
る
断
片
的
史
料
（
〈
表
5
＞
備
考
欄
参
照
）
な
ど
か
ら
、

担
当
大
名
の
動
向
に
つ
い
て
は
あ
る
程
度
追
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
そ
れ
も
後
住
大
名
が
継
承
）

　
一
部
の
郡
に
つ
い
て
史
料
が
空
白
で
あ
る
な
ど
、
な
お
今
後
の
調
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以
上
、
三
節
に
わ
た
っ
て
、
土
砂
留
管
理
制
度
に
つ
い
て
、
担
当
大
名
・
巡
検
郡
の
変
遷
を
中
心
に
述
べ
た
。
如
上
の
分
析
を
要
す
れ
ば
次

の
ご
と
く
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
制
度
は
、
貞
享
元
年
、
淀
川
・
大
和
川
お
よ
び
関
連
河
川
流
域
の
砂
防
を
目
的
と
し
て
、
山
城
外
四
ケ
国

内
四
一
郡
を
対
象
に
、
一
一
名
の
大
名
を
そ
の
管
理
担
当
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
分
担
区
域
は
郡
を
単
位
に
、
か
つ

恐
ら
く
流
路
を
基
軸
に
設
定
さ
れ
た
と
思
わ
れ
、
そ
の
結
果
、
担
当
大
名
の
自
転
と
巡
検
郡
と
の
問
に
は
著
し
い
乖
離
が
存
在
し
た
。
そ
し
て
、



担
当
大
名
・
巡
検
郡
の
変
遷
に
つ
い
て
み
れ
ば
、

線
上
に
展
開
し
た
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

主
と
し
て
摂
河
地
域
で
当
初
整
理
・
統
合
が
な
さ
れ
、
元
禄
後
期
に
確
定
、
以
後
そ
の
延
長

土砂留役人と擬民（水本）

①
「
河
内
国
日
下
村
元
庄
屋
日
記
」
三
（
京
大
陳
列
館
架
蔵
）
。

②
　
　
『
岸
和
田
曝
露
』
第
七
巻
、
三
～
二
二
頁
。

⑧
『
大
阪
府
全
志
』
巻
之
圏
、
八
三
九
頁
。
な
お
以
下
断
ら
ぬ
限
り
、
関
係
村
の

　
支
配
闘
係
は
本
書
に
拠
る
。

④
　
『
枚
岡
市
史
』
第
四
巻
、
一
九
二
頁
。

⑤
　
『
河
内
四
條
史
』
第
三
冊
、
三
七
六
～
三
七
八
頁
。

⑥
こ
れ
を
、
岸
稲
田
藩
の
側
か
ら
言
え
ば
、
墨
糸
乗
は
、
関
係
地
域
に
一
村
も
自

　
領
を
持
た
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

⑦
　
北
島
正
元
『
江
戸
幕
府
の
権
力
構
造
』
　
（
岩
波
書
店
、
　
一
九
穴
四
年
）
五
一

　
六
～
五
一
九
頁
、
若
林
泰
「
上
方
代
官
農
島
権
之
丞
勝
正
と
摂
津
の
延
宝
検
地
」

　
（
『
地
方
史
研
究
』
第
二
九
巻
六
暑
、
一
九
七
九
年
）
。

⑧
た
と
え
ば
、
塚
本
前
掲
論
文
参
照
。

⑨
高
柳
貢
三
・
石
井
良
助
編
『
御
触
書
寛
保
集
成
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
三
四
年
）

　
一
三
三
五
・
一
三
三
六
、
七
〇
穴
～
七
〇
七
｝
貝
。

⑩
さ
し
あ
た
り
、
藤
本
篤
『
大
阪
府
の
歴
史
』
（
山
川
肥
版
祉
、
一
九
穴
九
年
）

　
近
世
3
、
村
田
路
人
「
近
世
摂
河
に
お
け
る
河
川
支
配
の
実
態
と
性
格
－
堤
奉
行

　
と
川
奉
行
を
通
し
て
…
」
　
（
『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
第
八
五
号
、
一
九
七
九
年
）
参
照
。

⑪
岩
生
成
　
監
修
『
京
都
御
役
所
向
大
概
覚
書
』
（
清
文
堂
、
一
九
七
三
年
）
上

　
ご
＝
○
～
三
一
｝
頁
。
な
お
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
塚
本
氏
が
前
掲
論

　
文
に
お
い
て
問
史
料
に
よ
っ
て
触
れ
て
お
り
、
本
項
は
そ
れ
に
よ
る
と
ζ
う
が
大

　
ぎ
い
。
た
だ
氏
の
指
摘
は
詳
細
を
省
か
れ
た
た
め
に
や
や
判
り
に
く
い
こ
と
も
あ

　
り
、
ま
た
本
稿
の
中
心
的
問
題
の
｝
つ
で
も
あ
る
ゆ
え
、
子
細
に
述
べ
て
み
た

　
い
。

⑫
『
同
右
』
下
、
解
題
に
よ
る
。

⑬
河
内
国
交
野
郡
津
田
村
山
下
氏
の
手
に
な
る
「
見
聞
予
覚
集
」
元
禄
八
年
四
月

　
二
〇
日
興
に
、
役
替
の
記
事
が
見
え
る
（
『
枚
方
帯
史
』
第
九
巻
、
四
一
＝
頁
）
。

⑭
　
　
『
堺
市
史
瞼
続
編
第
四
巻
、
六
四
頁
目
以
下
。

⑮
た
と
え
ば
コ
兀
禄
覚
書
」
（
京
都
市
史
編
纂
所
蒐
集
史
料
）
に
は

　
　
一
堤
薪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
井
豊
熊

　
　
　
摂
津
　
嶋
上
　
嶋
下
　
西
成
　
東
成

　
　
　
　
　
　
両
国
之
内
〆
五
郡

　
と
あ
り
、
ま
た
「
京
都
役
所
方
覚
書
」
（
京
大
文
学
部
国
史
研
究
室
架
蔵
）
に
も
、

　
　
■
斌
乙
訓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
井
近
江
守

　
　
　
摂
津
　
嶋
上
　
速
記
　
西
成
　
東
成

　
と
あ
る
な
ど
。
な
お
前
者
史
料
閲
覧
に
際
し
て
は
、
京
都
市
史
編
纂
所
所
員
伊
東

　
宗
裕
氏
に
便
宜
を
計
っ
て
戴
い
た
。

⑯
石
井
良
助
編
『
武
家
厳
制
録
』
（
創
文
社
、
一
九
五
九
年
）
｝
六
〇
～
一
六
一

　
頁
。

⑰
次
節
〈
衷
5
＞
参
照
。

⑱
『
郡
山
町
史
』
二
四
八
頁
。

⑲
こ
の
他
、
池
田
圓
男
前
掲
論
文
に
は
、
正
徳
五
（
一
七
一
五
）
年
当
時
の
摂
河

　
土
砂
留
担
当
大
名
と
し
て
、
声
名
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
本
多
下
総
守
康
明

　
（
康
命
力
）
、
松
平
丹
波
守
光
通
（
光
熈
力
）
な
ど
大
名
名
に
疑
義
が
あ
り
、
ま
た

　
典
拠
「
土
砂
留
工
事
調
懲
」
　
の
所
在
も
不
明
に
て
検
討
で
き
な
か
っ
た
故
、
本

　
文
で
は
取
上
げ
な
か
っ
た
。
な
お
、
仮
に
正
徳
五
年
の
も
の
と
認
定
し
た
と
し
て

　
も
、
こ
れ
は
史
料
②
の
担
当
大
名
・
巡
検
郡
と
全
く
一
致
し
、
論
鷺
に
差
支
え
は
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な
い
。

⑳
　
　
『
ム
八
阪
編
年
史
臨
書
、
　
一
工
ハ
瞬
摺
貝
。

⑳
譲
⑬
参
照
。

⑫
　
同
右
。

㊧
　
京
大
文
幕
無
顯
史
研
究
室
架
蔵
。

⑳
　
す
な
わ
ち
、
本
史
料
中
「
公
儀
御
船
」
の
項
に
、

　
　
古
紀
伊
礁
魏
読
尺
六
寸

　
　
　
是
ハ
四
拾
七
年
以
前
学
年
、
朝
鮮
人
従
川
口
大
坂
波
当
墨
壷
リ
堂
嶋
州
ヲ

　
　
　
通
、
尤
伏
見
迄
乗
リ
参
佛
由

　
と
あ
る
こ
と
に
よ
る
。

⑳
　
京
大
付
属
図
雷
館
架
蔵
。
な
お
目
録
で
は
「
大
坂
晦
奉
行
所
覚
書
」
と
し
て
い

　
る
。

⑳
　
　
『
大
阪
市
史
』
第
五
、
二
八
六
～
二
八
七
頁
。

⑰
　
　
『
大
阪
市
史
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
「
鼻
筋
御
用
覚
噛
し
は
、
「
町
奉
行
所
旧
記
」

　
よ
り
の
抄
出
と
あ
る
。
と
こ
ろ
で
右
覚
書
の
記
事
は
既
述
し
た
よ
う
に
元
文
二
年

　
で
終
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
同
じ
旧
記
よ
ウ
の
抄
出
で
あ
る
「
用
筋
御
朋
勤

　
懸
」
　
（
『
同
右
』
所
収
）
は
、
「
文
化
五
戊
辰
年
十
二
月
」
の
奥
付
を
持
ち
、
ま
た

　
同
様
の
「
土
砂
留
掛
り
勤
書
」
　
（
踊
躍
）
も
「
文
化
五
辰
年
十
一
月
」
に
認
め
ら

　
れ
て
い
る
。

⑳
　
す
な
わ
ち
、
佐
吉
・
苗
齢
二
郡
は
西
諺
・
東
除
川
が
一
部
懸
る
の
み
で
あ
り
、

　
ま
た
渋
揖
・
若
江
両
郡
は
久
宝
寺
川
・
玉
縞
川
が
、
志
紀
郡
は
石
川
が
そ
れ
ぞ
れ

　
郡
境
を
流
れ
る
の
み
。
さ
ら
に
八
上
郡
は
大
河
川
に
関
係
が
な
く
、
東
成
・
西
成

　
両
郡
は
、
淀
川
・
調
和
川
の
河
口
に
当
た
っ
て
い
る
。

⑳
村
田
前
掲
論
文
参
照
。
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皿
　
土
砂
留
管
理
と
農
民

　
日
下
村
庄
屋
日
記
に
頻
出
し
た
土
砂
留
役
人
来
村
記
事
を
出
発
点
と
し
て
、
彼
等
の
業
務
、
農
民
と
の
関
わ
り
、
来
村
を
基
礎
付
け
た
管
理

制
度
に
つ
き
、
二
章
に
わ
た
っ
て
述
べ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
か
か
る
制
度
は
、
そ
の
対
象
域
に
生
活
す
る
農
民
達
に
と
っ
て
、
い
か
な
る
意
味
を
持
ち
、
彼
等
に
い
か
な
る
状
況
を
齎
し
た

で
あ
ろ
う
か
。
、
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
の
素
材
の
幾
つ
か
は
、
す
で
に
前
章
迄
に
提
示
さ
れ
て
い
る
が
、
本
章
で
は
、
右
の
問
題
に
つ
き
、
改

め
て
二
つ
の
角
度
か
ら
整
理
し
て
お
き
た
い
。

　
　
　
【
　
土
砂
留
の
実
効
度
と
農
民

　
本
節
で
は
、
こ
の
土
砂
留
管
理
制
度
が
、
そ
も
そ
も
淀
川
・
大
和
川
水
系
に
お
け
る
砂
防
を
目
的
と
し
て
い
た
こ
と
に
鑑
み
、
そ
の
目
的
達

成
の
た
め
に
有
効
に
機
能
し
た
の
か
ど
う
か
、
ま
た
そ
の
こ
と
と
農
民
と
の
関
係
如
何
、
と
い
う
視
角
か
ら
、
若
干
の
検
討
を
加
え
る
。



土砂留役人と盤民（水本）

　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
坂
）

　
我
　
ま
ず
、
本
制
度
実
施
に
よ
り
、
淀
川
・
大
和
川
水
系
の
土
砂
流
出
は
ど
の
程
度
改
善
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
　
「
町

　
（
奉
行
所
旧
記
」
よ
り
の
抄
出
で
あ
る
「
川
筋
大
意
」
は
、
享
保
初
年
の
状
況
と
し
て
、

　
　
（
一
六
八
九
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
七
二
二
）

　
　
元
録
二
巳
年
（
中
略
）
孟
享
保
七
指
導
迄
、
三
拾
五
年
之
間
口
、
惣
高
二
而
凡
六
分
通
土
砂
留
り
瞥
様
二
相
見
へ
憾

　
　
　
（
一
、
一
、
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

と
記
し
、
本
鰯
度
実
施
に
よ
り
か
な
り
の
効
果
の
上
が
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
か
り
に
右
の
記
事
を
事
実
と
し
て
認
め

た
と
し
て
も
、
次
に
示
す
史
料
か
ら
推
せ
ば
、
そ
の
後
本
欄
度
が
、
十
全
の
効
果
を
上
げ
て
い
っ
た
と
は
到
底
思
わ
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
へ
　
　
ら
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
リ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
へ

　
①
一
城
揚
木
津
川
・
宇
治
川
筋
江
山
川
汐
土
砂
多
下
り
、
両
川
筋
井
大
川
筋
川
床
高
罷
成
砕
二
付
、
前
々
汐
御
座
砕
水
場
之
熱
々
、
御
田
地
植
付
茂
次
第
ユ

　
　
　
難
成
、
御
年
貢
等
所
々
不
納
地
多
御
座
い
由
、
然
二
近
年
ハ
洪
水
茂
毎
年
数
度
之
義
、
川
筋
堤
切
所
及
数
度
在
之
、
（
中
略
）
百
姓
至
極
論
義
仕
外
儀
、

　
　
　
是
以
山
州
筋
出
水
、
常
々
下
り
申
土
砂
有
之
上
、
洪
水
二
者
山
崖
谷
筋
惣
一
面
汐
彩
敷
馳
出
い
土
砂
馬
歯
川
筋
埋
り
、
格
別
之
大
雨
三
閣
も
無
御
座
協

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
リ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ゐ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
あ
　
　
マ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
り
　
　
ゐ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
節
も
、
不
相
応
二
増
水
強
御
座
怖
儀
、
　
（
中
略
）
乍
恐
御
料
御
私
領
所
二
お
み
て
、
山
川
土
砂
築
三
被
為
仰
付
譲
重
い
様
奉
願
上
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
②
一
軸
川
筋
所
々
枝
川
に
川
上
山
に
、
土
砂
留
御
普
請
毎
年
春
秋
両
度
土
砂
方
御
奉
行
様
被
遊
御
見
分
、
厳
敷
御
普
講
被
仰
滑
降
鼠
賊
、
土
砂
留
り
兼
怖
て

　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
年
々
に
川
床
高
く
相
成
、
大
坂
通
船
を
初
め
淀
川
縁
り
両
側
の
轟
々
、
猶
又
大
坂
川
目
入
船
、
其
外
諸
方
の
差
支
に
絹
成
可
申
と
奉
事
由
（
後
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
史
料
①
は
元
文
四
（
一
七
笙
九
）
年
、
史
料
②
は
天
明
八
（
一
七
八
八
）
年
に
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
一
読
し
て
明
ら
か
な
よ

う
に
、
土
砂
流
出
が
一
向
に
止
ま
ず
、
洪
水
の
原
因
、
水
上
交
通
の
障
害
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
史
料
①
中
の
文

言
、
　
「
山
川
土
砂
築
留
被
魚
層
付
」
云
々
は
、
本
制
度
が
い
か
に
不
徹
底
で
あ
っ
た
か
を
端
的
に
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
厨
　
こ
の
よ
う
に
、
本
制
度
は
そ
の
目
的
に
対
し
て
、
十
分
な
成
果
を
上
げ
え
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
一
体

　
（
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
土
砂
留
の
実
効
度
と
い
う
問
題
が
、
一
に
か
か
っ
て
当
該
段
階
の
技
術
水
準
に
規
定
さ
れ
る
こ
と
は
雷
う
を
侯
た
ぬ
が
、

本
制
度
の
あ
り
方
、
運
用
に
則
し
て
、
そ
の
問
題
点
を
探
る
な
ら
ば
、
巡
検
レ
ベ
ル
で
は
そ
の
杜
撰
さ
が
、
普
請
に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て
の

村
方
自
普
請
が
挙
げ
ら
れ
、
さ
ら
に
本
制
度
自
体
が
当
該
地
域
農
民
の
再
生
産
条
件
と
抵
触
す
る
点
の
多
か
っ
た
こ
と
も
、
問
題
点
と
し
て
挙

げ
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
諸
点
は
、
い
ず
れ
も
本
創
度
の
農
民
に
と
っ
て
の
意
味
を
も
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
以
下
一
・
二
史
料
を
提
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示
し
つ
つ
見
て
み
よ
う
。

　
ま
ず
、
巡
検
の
杜
撰
さ
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
市
川
義
方
著
『
圃
解
水
理
眞
蜜
』

度
の
巡
検
の
様
を
具
さ
に
語
る
も
の
と
し
て
興
味
深
い
。
な
お
著
者
の
市
川
義
方
は
、

治
水
問
題
を
そ
の
職
務
と
し
た
人
物
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
③

の
一
節
を
掲
げ
る
。
や
や
引
用
が
長
く
な
る
が
、
本
制

明
治
前
期
二
〇
年
に
亘
り
、
内
務
省
土
木
局
に
あ
っ
て
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き
う
じ
　
　
し
や
パ
う
こ
う
　

り
う
へ
い
　
　
　
　
　
い
う
ら
う

　
旧
時
の
砂
防
工
ハ
流
弊
あ
り
し
邑
老
説

　
　
そ
う
ね
ん
と
ぎ
く
　
　
　
　
　
　
よ
パ
ラ
　
こ
う
　
た
め
　
こ
れ
パ
つ
し
や
う
　
　
し
メ
く
　
　
こ
れ
く
わ
ん
け
い
し
ま
ん
　
で
ん
ら
う
の
　
が
ら
ぎ
じ
し
そ
ロ
ぢ
を
り
く
わ
ん
ふ
う
し
う
　
　
く

里
日
壮
年
の
暗
、
崩
山
の
中
を
、
予
防
を
構
ず
る
為
に
、
之
を
眩
渉
す
る
こ
と
屡
あ
り
、
之
に
関
係
諸
村
の
村
老
輩
、
旧
時
砂
防
掛
官
の
風
習
を
哺
々

け
ん
わ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
う
じ
や
ま
く
つ
れ
　
　
う
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ
ん
ち
う
　
　
　
　
　
い
へ
ど
　
　
　
こ
れ
　
　
　
　
　
　
ぎ
し
き
て
き
　
　
こ
と
　
　
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
じ
っ
し
ゃ
コ
ハ
う
こ
う
じ
　
ゑ
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
わ
ん

喧
話
す
、
　
（
中
略
）
当
時
山
崩
を
憂
ふ
る
こ
と
（
中
略
）
厳
重
な
り
と
難
も
、
薬
品
こ
れ
儀
式
的
の
事
に
無
き
ず
し
て
、
其
実
砂
防
工
事
一
諾
に
寛
に
し

　
　
こ
　
　
　
　
こ
う
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
て
あ
て
　
　
　
　
　
す
こ
し
パ
か
　
　
　
　
ハ
な
ん
　
　
か
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
と
く
し
つ
　
　
と
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
か
　
　
　
　
　
こ
れ
　
　
と
く
　
　
　
　
く
わ
ん
り

て
、
之
れ
が
工
費
と
し
て
ハ
手
当
と
し
て
少
昇
り
の
端
銭
を
下
賜
あ
る
の
ミ
に
し
て
（
中
略
）
、
其
得
失
を
問
こ
と
な
し
、
然
れ
ど
も
之
を
督
す
る
官
吏

ハ
、
曝
と
し
て
巡
糊
す
る
こ
と
あ
り
、
場
野
馬
六
七
日
助
誠
に
餐
法
令
を
躁
し
て
巡
糊
置
蟹
尉
鵜
と
備
解
団
を
越
め
ら
る
、
塒
に
然
選
て
椎
蕩
璽
欝
ハ
薙

そ
う
　
　
　
　
　
そ
ん
ミ
ん
ち
う
　
　
ふ
ご
う
　
　
　
　
　
　
た
く
　
ゑ
ら
ミ
　
ま
う
ハ
く
じ
ょ
　
　
　
　
　
　
そ
の
き
　
　
い
た
　
　
　
さ
ん
か
い
　
　
び
　
ミ
　
　
と
エ
の
　
　
　
び
し
ゅ
か
こ
う
ち
ん
ぜ
ん
　
　
け
ん
　
　
　
き
ん
し
ん
け
う
け
い
い
た

濡
し
て
、
村
民
中
の
富
豪
の
も
の
」
宅
を
選
て
休
泊
所
と
な
し
、
辛
煮
に
至
れ
バ
山
海
の
美
味
を
調
へ
、
美
酒
佳
肴
称
謄
を
献
じ
て
謹
慎
恭
敬
至
ら
ざ
る

と
こ
ろ
　
　
　
　
け
だ
　
　
か
　
　
け
う
け
い
　
　
つ
く
　
　
　
　
　
く
わ
ん
り
　
　
け
ん
ど
　
　
　
ふ
　
　
　
　
　
げ
い
　
　
し
ょ
　
　
　
　
　
　
　
　
お
そ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
か
　
　
　
く
わ
ん
ウ
　
　
だ
い
か
つ
ご
ゑ
　
　
　
い
ハ
く
　
む
ら
や
く

処
な
し
、
蓋
し
斯
く
恭
敬
を
干
す
ハ
、
官
吏
の
翅
怒
に
触
れ
て
、
刑
に
処
せ
ら
る
」
を
恐
れ
て
な
り
、
　
（
中
略
）
而
し
て
官
吏
ハ
大
喝
声
し
て
日
、
村
役

に
ん
と
も
く
つ
れ
わ
ロ
ま
　
ど
し
ゃ
と
め
こ
う
じ
　
　
　
な
　
　
お
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
し
や
う
そ
ん
ら
う
つ
エ
し
ん
こ
た
ひ
　
と
ふ
　
　
　
　
　
　
　
し
や
ロ
バ
う
こ
う
じ
　
　
な
　
　
　
　
　
　
ぽ
　
き
　
　
こ
れ
　
　
　
　
　
　
ハ
い
　
　
ひ
ざ
ま
つ
　
　
こ
れ
　
て
い
し
ゃ
う

人
下
灘
山
に
土
砂
留
工
事
を
蒸
し
灘
た
る
か
と
、
毘
正
村
老
慌
て
対
て
闘
す
ら
く
、
砂
防
工
事
を
作
し
た
る
簿
記
ハ
是
な
り
と
拝
し
堅
き
之
を
呈
上

　
　
　
　
　
く
わ
ん
り
い
ハ
く
し
か
　
こ
き
や
う
じ
ゆ
ん
し
　
　
　
　
こ
れ
　
ま
　
よ
う
く
　
　
　
じ
ゃ
う
く
わ
ん
　
か
ご
　
の
　
　
　
　
　
り
し
や
う
た
ち
き
　
　
は
る
　
　
　
　
　

す
、
　
（
中
略
）
官
吏
日
、
群
れ
バ
工
揚
巡
視
す
べ
し
と
、
是
に
於
て
揚
々
と
し
て
上
官
ハ
輪
に
乗
る
、
　
（
中
略
）
里
正
立
止
り
、
遙
か
な
る
山
を
指
ざ

　
い
ハ
く
　
こ
う
じ
ゃ
う
　
　
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
わ
ん
り
か
ご
う
ち
　
　
　
　
ゑ
ん
け
ん
　
　
　
　
い
ふ
　
　
よ
　
　
　
　
す
で
　
　
じ
ゅ
ん
し
お
ハ
　
　
　
や
と
　
　
か
へ
　
　
　
し
か
　
　
　
き
や
う
お
う
ま
た
ぜ
ん
け
ん
　
こ
と
　
　
　
　
よ
く
て
う
せ
う
さ
っ
し

し
て
日
、
工
場
ハ
彼
の
山
な
り
、
官
等
幡
中
よ
り
遠
見
し
て
目
、
善
し
、
既
に
巡
視
終
り
て
宿
に
帰
る
、
而
し
て
饗
応
亦
前
件
の
如
し
、
翌
朝
小
冊
子
を

い
た
　
　
　
　
さ
せ
う
　
　
せ
に
　
　
と
う
よ
　
　
　
し
ゅ
く
ハ
く
れ
つ
　
き
う
　
　
　
　
　
　
　
り
し
や
う
　
　
　
　
　
う
け
と
ウ
か
つ
し
や
う
い
ん
　
お
さ

出
し
、
些
少
の
銭
を
投
与
し
、
宿
泊
料
を
給
す
る
と
て
里
正
を
し
て
受
取
且
証
印
を
捺
し
む
（
後
略
）

　
述
べ
る
と
こ
ろ
は
明
瞭
で
あ
っ
て
、
第
一
章
で
見
た
無
記
記
事
、
接
待
費
負
担
等
を
思
い
起
し
つ
つ
こ
れ
を
読
む
時
、
巡
検
の
有
様
彷
彿
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

し
て
興
味
深
い
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
著
者
が
、
西
欧
の
高
水
準
工
法
を
羅
の
あ
た
り
に
し
、
ま
た
実
践
す
る
立
場
に
あ
っ
た
人
物
で
あ
っ
た
こ

と
を
考
え
れ
ば
、
右
記
述
に
い
さ
さ
か
の
誇
張
の
あ
る
こ
と
は
十
分
予
想
さ
れ
、
ま
た
事
実
、
第
一
章
で
示
し
た
よ
う
に
具
体
的
処
置
の
指
示

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

も
な
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
役
人
巡
検
が
右
引
用
の
域
を
さ
ほ
ど
超
え
る
も
の
で
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
定
期
的
巡
検
と



土砂留役人と農民（水本）

は
い
い
条
、
そ
の
管
理
が
は
な
は
だ
不
十
分
な
も
の
に
留
っ
た
こ
と
は
推
測
に
難
く
な
い
。
前
項
引
用
元
文
四
年
史
料
が
、
改
め
て
土
砂
築
留

を
懇
望
し
て
い
た
の
も
無
理
か
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
の
　
こ
う
し
た
杜
撰
な
巡
検
一
管
理
不
徹
底
に
加
え
、
本
制
度
の
よ
り
根
本
的
な
難
点
は
、
村
方
自
普
請
を
そ
の
原
則
と
し
て
い
た
こ
と
で

　
（
あ
ろ
う
。
r
第
一
章
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
原
則
は
当
該
地
域
農
民
に
多
大
の
負
担
を
強
い
た
の
で
あ
っ
て
、
し
か
も
こ
の
普
請
が
、
む
し

ろ
関
係
域
農
民
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
と
な
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
こ
と
（
流
出
土
砂
の
影
響
は
中
下
流
域
に
お
い
て
主
要
に
顕
現
す
る
）
を
思
え

ば
、
土
砂
留
普
請
が
彼
等
に
と
っ
て
強
制
さ
れ
た
労
働
で
あ
り
、
棄
避
の
対
象
で
あ
っ
た
こ
と
は
十
分
予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
先
の

『
圖
解
水
理
員
蜜
』
に
あ
っ
た
が
ご
と
き
饗
応
も
、
か
か
る
負
担
回
避
の
一
て
だ
て
に
外
な
ら
ぬ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お
こ
の
点
に

関
し
、
二
つ
の
史
料
を
掲
げ
て
お
く
。

①
一
武
庫
川
上
砂
留
と
し
て
、
五
年
以
前
午
年
初
て
被
仰
付
、
松
平
遠
江
立
様
よ
り
、
役
人
新
井
藤
助
士
・
山
口
四
郎
左
衛
門
様
上
下
十
七
人
ツ
Σ
度
々
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ミ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
々
谷
々
御
見
上
之
上
、
御
普
請
所
九
拾
八
ケ
所
被
仰
付
、
毎
年
三
度
宛
三
廻
リ
被
成
就
、
　
（
中
略
）
尤
御
璽
代
少
々
宛
輩
下
砺
へ
共
、
大
分
人
足
方
々

　
　
へ
　
　
リ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
カ
　
　
へ
　
　
リ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
費
多
御
座
怖
て
難
儀
仕
怖

②
　
　
乍
恐
御
訴
訟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
鉄
丸
殿
領
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
摂
州
豊
嶋
郡
新
稲
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
庄
麗

　
　
土
砂
留
入
用
与
唱
、
無
筋
銀
割
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
願
人
　
四
郎
五
郎

　
　
掛
草
柴
苅
取
差
支
出
入
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
外
三
名
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
木
九
重
郎
様
御
知
行
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
圏
同
郡
平
尾
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
外
五
ケ
村
略
）

　
一
興
六
ケ
村
井
当
村
共
都
合
七
ケ
村
百
姓
共
立
入
草
柴
苅
取
来
り
協
法
界
寺
松
尾
山
之
儀
、
　
（
中
略
）
去
ル
盛
年
、
潜
山
内
索
溝
土
砂
留
御
台
請
所
漏
被
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ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ゐ
　
　
ら
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
へ

　
　
　
仰
浮
輪
二
半
、
則
七
ケ
村
百
姓
共
罷
出
盛
講
仕
罷
有
誌
、
岡
十
一
月
六
ケ
村
役
人
共
野
土
砂
押
入
用
銀
壱
貫
六
百
暦
余
、
此
割
弐
百
弐
拾
九
匁
余
、
翌

　
　
　
ヘ
　
　
カ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヨ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
マ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
リ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヵ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
へ
　
　
も
　
　
あ

　
　
　
エ
ー
年
号
榊
臼
六
匁
ム
ホ
恩
賜
村
呼
量
｝
無
下
い
二
付
、
多
分
之
入
膿
用
纐
相
掛
リ
困
窮
一
之
｝
臼
姓
轟
六
難
渋
仕
、
甘
パ
外
取
計
方
疑
敷
慰
撫
仔
“
二
乗
、
段
々
聞
合
提
重
ギ
暇
畑
帽
改
施

　
　
　
カ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
あ

　
　
　
処
、
不
都
合
成
付
掛
ヶ
仕
、
別
而
庄
屋
年
寄
共
酒
肴
飯
代
数
口
付
出
シ
甚
紛
敷
義
御
座
“
ユ
付
、
　
（
中
略
）
割
方
相
改
偽
様
贈
号
砺
得
共
承
知
不
仕
、

　
　
　
　
（
中
略
）
何
卒
右
無
筋
入
用
銀
割
掛
ケ
主
義
御
糺
被
成
下
、
一
村
切
二
取
計
偽
様
、
単
為
仰
付
被
下
協
ハ
Σ
難
有
可
奉
鱗
葉
（
後
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
史
料
①
は
、
享
保
一
五
（
一
七
三
〇
）
年
の
摂
津
国
有
馬
郡
生
瀬
村
「
高
反
別
差
出
帳
」
の
一
節
で
あ
る
。
還
し
い
普
請
箇
所
を
設
定
さ
れ
、

か
つ
頻
繁
な
る
巡
検
に
難
渋
し
て
い
る
様
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
史
料
②
は
、
文
化
九
（
一
八
＝
一
）
年
大
坂
町
奉
行
所
に
提
出
さ
れ
た
願
書

　
　
　
　
　
　
⑦

の
一
部
で
あ
る
が
、
本
制
度
実
施
に
伴
な
う
負
担
は
、
こ
の
よ
う
に
場
合
に
よ
っ
て
は
村
落
の
問
題
に
転
稼
さ
れ
、
争
論
に
至
る
こ
と
も
少
な

く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
瞥
見
し
た
ご
と
く
、
本
欄
度
は
巡
検
、
普
請
形
態
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
そ
の
実
効
度
に
関
わ
る
難
点
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た

が
、
問
題
は
な
お
そ
れ
ら
に
留
ま
ら
ず
、
関
係
地
域
農
民
の
生
産
・
生
活
に
直
接
抵
触
す
る
点
を
も
内
在
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
次
の
二
史

料
よ
り
、
こ
の
点
を
指
摘
し
て
み
よ
う
。
史
料
①
は
、
右
引
用
史
料
②
に
続
く
一
節
で
あ
り
、
史
料
②
は
、
文
化
一
〇
（
一
八
一
三
）
年
大
坂
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

奉
行
所
宛
河
内
郡
山
方
一
〇
ケ
村
に
よ
る
願
書
の
一
部
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
（
文
化
六
）

　
①
一
書
草
山
巳
年
二
月
始
而
御
見
分
被
為
成
、
則
百
姓
共
手
入
三
巴
場
所
入
御
覧
砧
節
付
、
山
内
草
即
詰
取
恥
儀
、
御
伺
申
上
砺
迄
当
方
見
合
セ
可
然
段
申

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ゐ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
談
恥
而
、
一
流
差
留
置
偽
（
中
略
）
、
肥
草
柴
苅
思
差
留
施
薬
者
、
村
役
人
共
二
者
銘
銘
電
顕
も
有
之
砺
得
共
、
小
百
姓
共
耕
牛
養
ひ
田
畑
肥
草
等
無
之

　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
つ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ゐ

　
　
　
耕
作
差
支
一
…
相
成
、
別
業
当
村
之
義
者
山
裾
二
付
、
彫
塗
罷
出
作
物
相
荒
シ
致
難
渋
砺
二
付
、
（
中
略
）
此
上
草
柴
生
茂
り
怖
思
者
耕
作
難
相
成
怖
（
後

　
　
　
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
普
欠
力
）

　
②
一
此
度
従
御
公
儀
様
摂
河
土
砂
留
場
甲
山
方
一
同
エ
、
読
響
流
々
已
来
ハ
御
請
所
目
無
之
場
研
も
一
円
二
山
内
之
諸
木
雑
種
之
儀
ハ
不
及
申
、
下
草
二
至

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
被
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

　
　
　
迄
難
度
毎
二
御
願
申
上
邪
説
図
可
奉
御
旨
為
仰
出
怖
御
趣
、
御
召
之
上
被
為
仰
付
奉
畏
怖
得
共
、
　
（
中
略
）
別
テ
当
中
之
儀
ハ
百
姓
農
間
二
山
稼
渡
世

　
　
　
　
へ
　
　
ら
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
あ
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
カ
　
　
コ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
セ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヵ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

　
　
　
　
二
仕
、
下
草
之
儀
ハ
肥
手
牛
馬
之
飼
場
［
口
番
怖
二
付
、
時
々
芦
刈
取
之
儀
二
郷
斎
日
、
別
テ
身
為
之
百
姓
共
一
同
難
渋
仕
怖
（
後
略
）
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土砂留役人と農民（水本）

　
前
者
は
、
土
砂
留
管
理
に
伴
な
う
村
方
の
自
主
規
制
が
齎
し
た
弊
害
を
、
ま
た
後
者
は
土
砂
留
管
理
強
化
に
よ
る
不
都
合
を
述
べ
た
も
の
で

あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
、
本
制
度
と
農
民
の
生
産
、
生
活
と
の
矛
盾
を
指
摘
し
て
い
る
。
右
二
史
料
は
時
期
的
に
は
後
期
に
属
す
る
が
、
か
か
る

状
況
が
一
貫
し
て
存
在
し
た
こ
と
に
間
違
い
は
な
く
、
本
制
度
は
、
人
足
賦
課
・
接
待
費
負
担
に
留
ま
ら
ず
、
当
該
地
域
農
民
の
生
産
、
生
活

全
体
に
抵
触
す
る
面
を
持
ち
、
そ
れ
が
ま
た
、
ひ
い
て
は
本
制
度
の
実
効
上
の
難
点
と
も
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
①
　
以
上
、
幾
つ
か
の
史
料
を
示
し
つ
つ
、
本
制
度
の
実
効
状
況
、
お
よ
び
そ
の
間
馬
点
に
つ
い
て
述
べ
た
の
で
あ
る
が
、
な
お
こ
う
し
た

　
（
点
に
関
連
し
て
、
指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
本
制
度
の
右
の
ご
と
き
難
点
の
克
服
と
、
よ
り
効
果
的
な
砂
防
実
施

に
つ
い
て
の
提
言
が
、
実
は
庶
民
の
側
か
ら
な
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
前
掲
元
文
四
（
一
七
三
九
）
年
当
時
の
土
砂
流

出
状
況
を
記
し
た
史
料
は
、
そ
れ
に
続
け
て
、
具
体
的
普
請
箇
所
を
絵
図
面
に
て
示
し
、
さ
ら
に
入
用
銀
に
つ
い
て
も
、
川
渡
代
を
含
め
、
摂

河
、
伊
賀
、
近
江
、
お
よ
び
宇
治
川
、
木
津
川
、
淀
川
筋
両
側
村
々
よ
り
村
高
を
基
準
に
徴
収
し
、
あ
る
い
は
大
坂
、
淀
、
伏
見
等
通
行
の
船

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

積
荷
物
・
旅
人
か
ら
駄
口
銭
を
微
冒
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
に
宛
て
る
べ
き
こ
と
を
提
足
し
て
い
る
。

　
ま
た
天
明
八
（
一
七
八
八
）
年
、
同
じ
く
淀
川
へ
の
土
砂
堆
積
を
憂
え
た
、
河
内
国
交
野
郡
出
身
大
坂
脇
門
町
住
吉
田
屋
藤
七
は
、
普
請
方
法
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

普
請
方
下
役
の
人
選
、
巡
検
費
節
減
と
そ
の
普
請
費
へ
の
振
替
、
等
々
の
具
体
的
方
策
を
大
坂
町
奉
行
に
献
言
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
こ
の
中

で
、
小
百
姓
成
り
立
ち
問
題
に
つ
い
て
述
べ
る
部
分
を
掲
げ
て
み
よ
う
。

　
　
一
山
々
の
下
魚
・
下
か
き
被
群
遊
御
差
止
め
協
は
皮
、
小
百
姓
小
か
せ
ぎ
を
以
て
渡
世
助
力
に
仕
協
も
の
共
、
当
分
難
儀
千
筋
も
御
座
協
と
奉
存
砕
、

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ゐ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
り
　
　
ら
　
　
カ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
　
（
中
略
）
御
普
請
絹
初
砕
は
ば
、
右
小
百
姓
を
御
普
請
方
に
遣
ひ
、
相
応
の
旦
羅
賃
銀
を
遣
し
申
偽
ば
、
是
迄
山
か
せ
ぎ
に
て
渡
世
仕
瞥
同
様
に
相

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
カ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
コ
　
　
へ

　
　
　
成
、
格
別
差
支
の
義
御
座
有
間
敷
と
奉
存
協

　
つ
ま
り
、
土
砂
留
と
小
百
姓
成
り
立
ち
と
の
矛
盾
は
、
彼
等
を
土
砂
留
普
請
人
足
と
し
て
雇
傭
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
決
可
能
と
提
言
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

　
先
に
見
た
よ
う
に
、
土
砂
留
場
を
抱
え
る
村
々
に
あ
っ
て
は
、
本
制
度
は
、
主
と
し
て
負
担
を
強
い
、
生
産
・
生
活
を
阻
害
す
る
も
の
と
し
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て
あ
っ
た
が
、
そ
の
流
出
土
砂
が
、
同
じ
く
中
下
流
域
の
庶
民
生
活
を
脅
か
す
も
の
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
右
の
ご
と
き
建
設
的
具
体
策
が
彼
等

の
内
よ
り
生
じ
る
こ
と
も
ま
た
必
然
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
先
の
『
圖
解
水
理
眞
寳
』
記
事
が
端
的
に
語
っ
て
い
た
よ
う
に
、
か
か
る
諸
提
案

が
本
制
度
に
抜
本
的
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
形
跡
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
、
本
土
砂
留
管
理
制
度
は
、
取
り
得
べ
き
範
囲
に
お
い
て
さ
え
、
そ
の

最
善
の
コ
ー
ス
を
辿
っ
た
と
は
、
決
し
て
評
価
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
二
　
土
砂
留
役
人
と
農
民

　
前
節
で
は
、
本
制
度
の
本
来
耳
糸
的
と
の
関
係
に
お
い
て
若
干
の
整
理
を
試
み
た
の
で
あ
る
が
、
本
節
で
は
や
や
角
度
を
変
え
、
幕
藩
制
的

秩
序
に
関
わ
る
点
か
ら
、
本
制
度
の
意
味
を
考
え
て
お
き
た
い
。

　
の
　
さ
て
、
前
節
で
述
べ
た
ご
と
く
、
こ
の
土
砂
留
管
理
鰯
度
は
、
関
係
地
域
農
民
の
生
産
・
生
活
面
に
新
し
い
事
態
を
も
た
ら
し
た
の
で

　
（
あ
っ
た
が
、
本
制
度
の
開
始
は
、
別
の
角
度
か
ら
見
て
も
、
彼
等
に
と
っ
て
新
た
な
る
状
況
の
到
来
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
第
一
章
、
第
二

章
で
見
た
よ
う
な
、
他
藩
家
中
の
侍
と
の
恒
常
的
接
触
と
い
う
事
態
が
そ
れ
で
あ
る
。
当
該
地
域
の
特
色
と
し
て
の
錯
綜
し
た
入
組
支
配
、
領

主
の
頻
繁
な
る
交
替
、
な
い
し
は
町
奉
行
所
と
の
交
渉
等
々
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
農
民
達
の
感
覚
次
元
に
お
い
て
さ
ほ
ど
の
異
和
感
が
あ
っ

た
と
は
思
わ
れ
な
い
が
、
従
来
の
幕
－
藩
の
縦
の
関
係
で
は
処
理
で
き
ず
、
個
別
領
主
支
配
の
枠
で
も
捉
え
切
れ
な
い
、
か
か
る
他
藩
家
中
役

人
の
巡
検
は
、
や
は
り
農
民
達
に
と
っ
て
新
た
な
る
状
況
の
到
来
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
こ
の
こ
と
を
一
層
浮
彫
り
に
す
る
た
め
に
、
貞
享
元
年
以
前
に
お
け
る
土
砂
留
管
理
に
関
す
る
史
料
を
一
つ
掲
げ
て
お
く
。
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山
城
・
大
和
・
伊
賀
三
ケ
国
之
山
≧
木
之
根
掘
施
二
相
、
洪
水
之
節
、
淀
川
・
大
和
川
へ
砂
押
流
埋
立
間
、
向
後
叙
事
木
版
、
其
上
以
連
≧
植
苗
木
桃

様
二
急
度
可
被
相
触
之
者
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
稲
葉
正
則
）

　
万
治
三
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
美
濃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
阿
部
忠
秋
）

　
　
　
三
月
十
四
β
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
豊
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
松
平
儒
綱
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
豆
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（
忠
貞
）

　
水
野
石
見
殿

　
　
　
（
燈
直
）

　
五
味
備
前
殿

　
　
　
（
時
縮
）

　
中
坊
美
作
殿

右
之
専
従
御
老
中
申
来
施
間
、

　
子
　
　
四
月
十
九
日

藤
堂
大
学
頭
殿

　
　
　
家
老
衆
中

　
　
　
（
伊
賀
域
代
藤
堂
采
女
）

　
此
本
紙
采
女
殿
へ
相
渡
ス

　
　
（
高
次
）

藤
堂
大
学
頭
殿
領
分
村
≧
堅
可
被
申
付
い
、

中
美
作
守

砂
山
二
松
其
外
苗
木
年
≧
二
植
幹
様
二
急
度
被
申
付
尤
二
件
、
以
上

　
本
史
料
は
、
つ
と
に
『
明
治
以
前
日
本
土
木
史
』
等
が
触
れ
、
ま
た
前
掲
塚
本
論
文
に
も
引
用
さ
れ
た
、
近
世
土
砂
留
管
理
に
関
す
る
初
の

幕
府
通
達
で
あ
っ
て
、
水
野
忠
貞
等
の
上
方
奉
行
衆
に
宛
て
た
老
中
触
を
、
宛
所
の
一
人
奈
良
奉
行
中
坊
時
祐
が
添
書
を
付
け
、
藤
堂
藩
家
老

中
に
通
達
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
省
略
し
た
が
、
藤
堂
旧
家
老
中
に
よ
る
藩
内
役
人
等
宛
書
状
が
、
こ
れ
に
続
い
て
い
る
。

　
右
史
料
は
、
貞
享
元
年
開
始
の
土
砂
留
管
理
欄
度
を
幕
藩
質
的
支
配
方
式
に
位
置
付
け
る
に
際
し
て
も
重
要
な
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ

い
て
は
稿
を
改
め
述
べ
る
こ
と
と
し
、
と
り
あ
え
ず
行
論
の
関
係
で
興
味
深
い
の
は
、
後
段
中
坊
時
祐
添
書
に
「
藤
堂
大
学
頭
殿
領
分
村
≧
堅

可
被
申
付
協
」
と
あ
る
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
は
土
砂
留
管
理
区
域
が
藤
堂
茂
の
領
内
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
こ

の
藤
堂
氏
は
、
後
に
土
砂
留
管
理
担
当
大
名
と
し
て
大
和
、
山
城
内
七
郡
を
分
担
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
段
階
で
は
、
個
別
領
主
と
し
て
、

自
領
域
内
に
つ
い
て
の
砂
防
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
塚
本
論
文
も
指
摘
す
る
ご
と
く
、
内
容
か
ら
し
て
こ
の
触
は
、
上

方
奉
行
衆
を
通
じ
て
関
係
地
域
領
知
の
各
領
主
・
代
官
に
通
達
さ
れ
た
と
考
え
て
間
違
い
な
く
、
と
す
れ
ば
、
本
史
料
は
、
迎
撃
元
年
以
後
と

は
異
な
る
土
砂
留
管
理
の
あ
り
様
を
、
し
た
が
っ
て
ま
た
土
砂
留
管
理
制
度
の
特
質
を
明
示
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
こ
で

は
、
農
民
達
に
と
っ
て
、
他
の
問
題
と
同
様
に
砂
防
問
題
も
、
直
接
的
に
は
自
領
主
と
の
関
係
に
お
い
て
の
み
あ
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
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の
だ
か
ら
。

　
こ
の
よ
う
に
、
貞
享
元
年
に
開
始
さ
れ
た
土
砂
留
管
理
制
度
は
、
そ
の
本
来
的
目
的
に
関
わ
る
位
置
と
は
別
に
、
そ
れ
が
、
当
該
地
域
農
民

の
多
く
を
し
て
、
他
藩
家
中
の
侍
と
日
常
的
に
接
触
せ
し
め
る
と
い
う
新
状
況
を
齎
し
た
と
い
う
意
味
に
お
い
て
も
、
農
民
生
活
史
上
、
一
つ

の
画
期
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
切
　
本
粗
度
の
農
民
に
と
っ
て
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
本
稿
σ
範
囲
内
に
お
い
て
は
、
と
り
あ
え
ず
前
節
お
よ
び
前
項
の
指
摘
に
留
め
る
が
、

　
（
当
該
地
域
が
研
究
史
上
、
　
「
非
領
国
」
と
称
さ
れ
る
地
帯
で
あ
っ
た
こ
と
と
関
連
し
て
、
最
後
に
、
こ
の
鰯
度
が
従
来
の
非
難
国
論
に
対
し
て

提
起
す
る
と
こ
ろ
の
問
題
に
つ
い
て
、
若
干
触
れ
て
お
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
さ
て
、
本
制
度
が
対
象
と
し
た
地
域
に
つ
い
て
は
、
著
名
な
安
岡
重
明
氏
の
「
非
領
国
」
論
が
あ
り
、
ま
た
そ
れ
に
対
す
る
八
木
哲
浩
氏
の

　
⑬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

批
判
、
お
よ
び
そ
れ
ら
を
構
え
た
藪
田
貫
氏
の
論
稿
な
ど
が
あ
る
。
雑
駁
な
整
理
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
当
該
地
域
大
名
領
主
権
の
脆
弱
性
に

安
岡
説
の
一
大
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
の
に
対
し
、
八
木
残
の
場
合
、
幕
府
領
国
と
い
っ
た
把
握
に
特
微
が
あ
る
。
そ
し
て
藪
田
茂
は
、
両
者
の
対

象
期
の
差
異
等
を
指
摘
し
た
上
で
、
歴
史
段
階
と
分
析
視
角
に
留
意
し
つ
つ
問
題
の
整
理
に
取
組
ん
で
い
る
と
い
え
よ
う
か
。

　
こ
う
し
た
研
究
史
に
対
し
、
私
は
独
自
の
プ
ラ
ン
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
本
稿
で
取
上
げ
た
土
砂
留
管
理
制
度
に
則
し
て
考
え

る
な
ら
ば
、
か
か
る
議
論
に
対
し
一
つ
の
視
角
を
提
示
す
る
こ
と
は
可
能
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
畿
内
・
近
国
大
名
の
当
該
地
域
の
全
体

的
統
治
に
果
す
積
極
的
役
割
と
い
う
視
角
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
本
制
度
に
あ
っ
て
は
、
当
初
一
一
名
の
大
名
が
選
定
さ
れ
、
中
期
以

後
は
、
高
槻
、
岸
和
田
、
尼
崎
、
淀
、
膳
所
、
郡
山
、
高
取
、
安
濃
津
の
八
大
名
が
そ
の
任
に
当
た
っ
た
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
関
係
地
域
領
主

の
総
て
が
そ
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
右
大
名
は
、
実
効
度
合
は
別
と
し
て
、
当
該
地
域
統
治
と
い
う
点
で
、

明
ら
か
に
個
別
領
主
と
は
異
な
る
次
元
の
役
割
を
果
し
た
の
で
あ
る
（
〈
図
3
＞
参
照
）
。

　
彼
等
の
位
置
を
い
か
に
把
握
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
　
一
層
の
検
討
を
要
す
る
が
、
従
来
の
「
非
領
国
」
論
が
、
幕
府
、
な
い
し
は
そ
の
出
先

機
関
と
し
て
の
京
都
・
大
坂
町
奉
行
所
、
個
別
領
主
と
い
っ
た
三
つ
の
総
…
成
要
素
に
お
い
て
問
題
の
処
理
を
計
ろ
う
と
し
て
い
た
こ
と
を
思
う
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〈図3＞　関係地域大名配置図（文化5年頃）
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〔コ印　土砂留管理担当大名

な
ら
ば
、
か
か
る
特
定
大
名
群

の
当
該
地
域
統
治
に
果
す
独
自

の
、
積
極
的
な
役
割
へ
の
着
目

は
、
議
論
を
一
歩
進
め
る
上
で

の
一
視
角
で
あ
る
と
思
わ
れ
、

そ
の
点
に
お
い
て
も
本
制
度
は

重
視
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
の

で
あ
る
。

　
以
上
二
節
に
百
…
り
、
土
砂
留

管
理
欄
度
の
位
置
を
農
民
と
の

関
係
に
お
い
て
指
摘
し
、
あ
わ

せ
て
「
非
領
国
」
論
に
つ
い
て

も
言
及
し
た
。
本
制
度
の
開
始

は
、
当
該
地
域
農
民
に
対
し
て
、

普
請
工
事
、
巡
検
役
人
接
待
等

の
負
担
、
生
業
へ
の
阻
害
等
、

生
産
・
生
活
面
に
お
い
て
、
新

た
な
る
状
況
を
齎
ら
す
も
の
で
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あ
っ
た
と
と
も
に
、
そ
れ
以
前
に
は
な
か
っ
た
他
藩
家
中
役
人
と
の
在
厳
し
な
が
ら
の
恒
常
的
接
触
と
い
う
事
態
を
招
来
せ
し
め
た
と
い
う
点

で
も
、
一
つ
の
画
期
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
本
制
度
は
そ
れ
の
内
包
す
る
各
種
の
難
点
に
よ
っ
て
、
十
分
目
的
に
対
し
て
成
果
を

上
げ
え
な
か
っ
た
が
、
当
該
地
域
統
治
の
あ
り
方
と
い
う
点
か
ら
す
れ
ば
、
従
来
と
は
異
な
る
方
式
の
提
示
と
み
な
し
う
る
も
の
で
あ
っ
た
の

で
あ
る
。

①
　
　
『
大
阪
市
史
』
餓
剛
五
、
二
六
〇
｝
員
。

②
　
史
料
①
は
、
　
「
御
奉
行
様
」
宛
「
乍
恐
譲
付
ヲ
以
言
上
」
　
（
『
枚
方
帯
締
』
第

　
八
巻
、
四
＝
二
～
四
一
六
頁
）
よ
り
。
史
料
②
は
、
大
堰
道
鞘
町
吉
田
屋
藤
七
に

　
よ
る
「
御
奉
行
様
」
宛
「
尊
上
書
付
を
難
点
申
上
怖
」
（
『
明
治
以
前
日
本
土
木
史
』

　
ニ
ニ
四
～
一
ご
＝
ハ
百
ハ
）
よ
り
。

③
『
圖
解
水
理
虞
費
』
（
国
立
脛
会
図
書
館
架
蔵
）
巻
之
下
。

④
一
八
七
三
（
明
治
六
）
年
、
オ
ラ
ン
ダ
の
河
川
工
事
技
術
者
デ
レ
ー
ケ
が
来
日
、

　
砂
防
に
関
し
て
も
オ
ラ
ン
ダ
砂
防
工
法
を
指
溝
し
た
。

⑤
　
第
一
寮
費
二
節
参
照
。

⑥
『
西
宮
市
史
』
第
五
巻
、
＝
ハ
頁
。

⑦
『
箕
面
市
史
臨
史
料
編
三
、
三
三
五
～
三
四
〇
頁
。

⑧
『
枚
岡
市
史
』
第
四
巻
、
三
七
一
～
三
七
二
頁
。

⑨
　
注
②
を
見
よ
。

⑩
　
同
右
。

⑪
「
津
藩
万
瓠
同
覚
」
（
俳
賀
上
野
市
立
図
魯
館
架
蔵
）
。
な
お
、
京
大
文
学
部

　
覇
尾
研
究
室
写
真
版
を
利
用
し
た
。

⑫
　
　
『
日
本
封
建
経
済
政
策
史
論
一
経
済
統
舗
と
幕
藩
体
制
1
』
　
（
大
阪
大
学
経
済

　
学
都
社
会
経
済
研
究
室
、
一
九
五
九
年
）
、
　
「
非
領
国
に
つ
い
て
」
　
（
『
岡
志
社
商

　
脚
ナ
』
第
一
五
巻
第
二
且
ウ
、
　
一
九
六
三
年
）
。

⑬
「
大
阪
周
辺
の
所
領
配
置
に
つ
い
て
」
（
『
日
本
歴
史
』
第
一
苔
＝
号
、
一
九
六

　
七
年
）
な
ど
。

⑭
「
近
世
畿
内
所
領
構
成
の
特
質
1
『
畿
内
非
領
国
』
論
の
意
義
と
課
題
に
ふ
れ

　
て
一
」
　
（
『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
第
七
三
号
、
｝
九
七
六
年
）
、
「
『
摂
河
支
配
国
』
論
－

　
日
本
近
世
に
お
け
る
地
域
と
構
成
1
」
（
脇
田
修
編
著
『
近
世
大
坂
地
域
の
史
的

　
分
析
』
所
収
、
御
茶
の
水
轡
房
、
一
九
八
○
年
）
。
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お
　
わ
　
り
　
に

　
近
世
農
民
は
村
に
あ
っ
て
一
体
ど
の
程
度
侍
と
接
触
す
る
か
、
と
い
う
素
朴
な
疑
問
に
端
を
発
し
、
そ
こ
で
摘
出
し
た
土
砂
留
役
人
の
廻
村

を
テ
ー
マ
に
検
討
を
進
め
た
。
明
ら
か
に
し
た
問
題
は
そ
れ
ぞ
れ
の
箇
所
で
述
べ
た
ゆ
え
、
こ
こ
で
は
繰
り
返
さ
な
い
。
不
十
分
な
点
も
目
に

　
　
　
①

つ
く
が
、
さ
し
あ
た
り
農
民
の
馴
染
み
深
さ
に
比
し
て
、
研
究
対
象
と
な
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
土
砂
留
役
人
、
土
砂
留
管
理
綱
子
に
つ
い
て
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幾
分
か
は
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　
最
後
に
、
本
稿
で
は
、
本
制
度
に
お
け
る
構
成
要
素
の
一
つ
と
し
て
あ
っ
た
京
都
、
大
坂
町
奉
行
に
関
し
て
、
全
く
触
れ
て
い
な
い
こ
と
に

つ
い
て
、
ご
言
お
断
り
し
て
お
く
。
す
な
わ
ち
、
す
で
に
先
学
の
摺
摘
に
も
あ
る
よ
う
に
、
本
制
度
の
構
造
に
は
、
実
は
京
、
大
坂
の
町
奉
行

所
が
深
く
関
係
し
て
お
り
、
こ
の
分
析
抜
き
に
制
度
的
特
質
を
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
た
だ
、
本
稿
で
は
紙
数
の
関
係
も
あ
っ

r
て
、
こ
の
問
題
は
一
切
捨
象
し
、
テ
ー
マ
を
担
当
大
名
と
農
民
と
の
関
係
に
絞
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
右
論
点
に
つ
い
て
は
改
め
て
検
討
す

る
所
存
で
あ
る
ゆ
え
、
こ
の
点
御
諒
解
戴
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　
①
　
た
と
え
ば
、
一
・
二
の
史
料
よ
り
、
土
砂
留
役
人
の
業
務
と
し
て
山
年
貢
、
国
　
　
　
　
　
頁
、
　
『
汐
方
市
史
』
第
七
巻
、
二
九
五
～
二
九
六
頁
）
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
金

　
　
役
高
調
査
の
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
が
（
『
箕
面
市
史
葡
史
料
編
三
、
三
三
三
　
　
　
　
　
く
分
析
で
き
な
か
っ
た
、
な
ど
。

付
記
　
本
稿
は
、
　
一
九
七
九
年
度
文
部
省
内
地
研
修
（
京
都
大
学
文
学
部
、
研
究
テ
ー
マ
「
近
世
庄
麗
日
記
の
研
究
」
）
に
際
し
て
の
研
究
成
果
の
一
部

　
で
あ
る
。
そ
の
折
御
抵
導
戴
い
た
岸
俊
男
、
朝
尾
薩
弘
、
大
山
喬
平
の
諸
先
生
、
お
よ
び
多
大
の
御
迷
惑
を
お
掛
け
し
た
、
篠
崎
勝
先
生
を
始
め
と
す

　
る
愛
媛
大
学
法
文
学
部
史
学
教
室
の
諸
先
生
に
対
し
、
末
筆
な
が
ら
改
め
て
御
礼
申
上
げ
る
。

　
　
ま
た
、
本
稿
作
成
に
当
っ
て
は
、
日
本
史
研
究
会
近
世
史
部
会
諸
兄
姉
よ
り
、
部
会
報
告
（
一
九
八
○
・
二
・
一
八
）
そ
の
他
の
機
会
を
通
じ
て
、

　
多
く
の
有
益
な
助
言
・
示
唆
を
得
た
。
こ
こ
に
合
せ
て
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
府
立
大
学
文
学
部
助
教
授
　
京
都
市

）
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　　　　　　　Th・oth・i・玉・・f　D・sh・d・in・　i砂留，　th・P・ev・nti6・

　　　　　　　　　　of　Landslide　and　the　Peasants　in　the　Valleys

　　　　　　　　　　　　of　the　Yodo　淀Ji［a華d　the　Yamαto大禾口Jll

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kunihiko　Mizumoto

　　A　new　system　was　founded　by　order　of　the　Shogunate／in　the　first

year　ofノ’δ勿δ貞享（1684）so　as　to　prevent　tlユe　landslide　in　the　valleys

of　the　Yodo，　the　Yamato　and　their　branches．

　　In　this　institution　eleven　daimyo－s　nearby　were　appointed　to　the

directors．　Forty　one　counties　ln　the　IYamashiro　pLf＃k　and　the　other

four　countries　were　left　to　therri　one　by　one．　The　officials　under　the

4α吻ッδs，who　were　called　as　bailiffs　or　ofHcials　of　I）oshadome，　regularly

patrolled　the　county　ander　their　charge　and　preserved　the　banks．

Under　this　system　many　villages　received　the　oMcials　of　daimybs　other

than　their　own　lords．　So　they　ltad　constant　contacts　with　the　oMclals

of　other　provinces．
　　Such　situation　made　an　epOch　in　the　history　of　rural　life　l　in　those

countries，　with　Murahαta－」’zfushin村方自普請，　the　construction　work　by

the　village　itself　in　principl¢，　with　the　reception　for　coming　o伍cials

and　with　the　obstructlon　to　the　farming　by　the　prohibition　of　weeding．

　　　　　　　Ch？一na折納of〃α％9－shui両税in　Sung宋．　Period

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kazuyasu　Shimasue

　　Many　respects　remain　to　be　explained　as　to　kow　the　method　of　tax

col至ect圭on　in　Liang－shui－fa両税法．of　Sung　Per圭od，　which　tends　to　be

the　payment　in　kind　as　compared　with　tha£・of　T’ang　Fdi．一一　Period，　was

realized．

　　This　article　clarifies　that　the　aim　of　Che－na，　substitutioRal　payment

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（766）




